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​北海道遠別農業高等学校　年間指導計画​

​教​ ​科​ ​名​ ​科　目　名​ ​学　年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担　当　者​

​国　語​ ​現代の国語​ ​１​ ​必　修​ ​2​ ​足立　 大知​

​使用教科書​ ​第一学習社 高等学校 新訂 現代の国語​
​使用副教材​ ​意味で覚えて漢字を知る 漢トレ いいずな書店​
​科目の目標​ ​知識及び技能​

​思考力表現力​
​判断力等​

​学びに向かう力​
​人間性等​

​実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。​

​論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で​
​伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。​
​言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我​
​が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度​
​を養う。​

​学習の​
​到達目標​

​知識及び技能​

​思考力表現力​
​判断力等​

​学びに向かう力​
​人間性等​

​実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けることができる。​

​論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で​
​伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。​

​言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我​
​が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。​

​学習の​
​留意点​

​気づいたこと、感心したこと等は、ノートなどに書き留める習慣を身につけること。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​実社会に必要な国語の知識や技能を身につけている。​
​【思考・判断・表現】​
​「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く​
​共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い​
​や考えを広げたり深めたりしている。​
​【主体的に学習に取り組む態度】​
​言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、​
​言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が​
​国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。​

​年間学習計画​
​　　　　　　　　　　評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態度：主体的に学習に取り組む態度）​

​月​ ​時数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​
​４​ ​5​ ​「何も知らない〈私〉を知るこ​

​と」（永田和宏）​

​筆者の主張を踏まえ、「なぜ読書​
​や勉強を行うのか」という問いに​
​ついて自分の意見や考えを論述す​
​る。​

​【知】実社会との関わりを考えるための​
​読​​書​​の​​意​​義​​と​ ​効​​用​​に​​つ​​い​​て​​理​​解​​を​​深​​め​​て​
​いる。​
​【思】「書くこと」（３ｈ）において、​
​目的や意図に応じて書かれているかなど​
​を確かめて，文章全体を整えたり，読み​
​手からの助言などを踏まえて，自分の文​
​章の特長や課題を捉え直したりしてい​
​る。​
​「読むこと」（2ｈ）において、文章に​
​含まれている情報を相互に関係づけなが​
​ら、内容や書き手の意図を解釈するとと​
​もに、自分の考えを深めている。​
​【主】粘り強く本文の構成と論理の展開​
​を捉え、学習課題に沿ってまとめようと​
​している。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​【主】活動観察　​

​累計​

​【話聞】０時間​ ​【話聞】０時間​

​【書】　３時間​ ​【書】　３時間​

​【読】　2時間​ ​【読】　２時間​

​５​ ​４​ ​スピーチで自分を伝える​

​自分の意見を大勢の聞き手にわか​
​りやすく伝えるスピーチの方法を​
​理解し、実践する。​
​他の人のスピーチを聞き取り、評​
​価する方法を学ぶ。​

​【知】言葉には、認識や思考を支える働​
​きがあることを理解している。​
​【思】「話すこと・聞くこと」（4ｈ）​
​において、自分の考えが的確に伝わるよ​
​う、自分の立場や考えを明確にするな​
​ど、話の構成や展開を工夫している。​
​【主】自分の意見や考えを発表するため​
​に、文章の内容や構成、論理の展開の仕​
​方などを積極的に捉えようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　発表・報告​
​【主】活動観察　​

​累計​
​【話聞】4時間　【話聞】4時間​
​【書】　0時間　【書】　3時間​
​【読】　0時間　【読】　２時間​

​６​ ​６​ ​「本当の自分」幻想​
​（平野啓一郎）​

​【知】主張と論拠など情報と情報との関​
​係について理解している。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
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​主題に至る論の構造を把握し、主​
​張に説得力を持たせるための論の​
​展開について考える。​

​【思】「話すこと・聞くこと」（２ｈ）​
​において、目的や場に応じて、様々な観​
​点から情報を収集、整理して、伝え合う​
​内容を検討している。​
​「書くこと」（２ｈ）において、自分の​
​考えが的確に伝わるよう、根拠の示し方​
​や説明の仕方を考えるとともに、表現の​
​仕方を工夫している。​
​「読むこと」（２ｈ）において、文章の​
​種類を踏まえて、内容や構成、論理の展​
​開などについて叙述を基に的確に捉え、​
​要旨や要点を把握している。​
​【主】積極的に本文中に根拠を求め、筆​
​者の主張に対する自分の考えを、表現の​
​仕方を工夫して書こうとしている。​

​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​

​【主】活動観察　​

​累計​
​【話聞】２時間  【話聞】6時間​
​【書】　２時間  【書】　5時間​
​【読】　２時間  【読】　4時間​

​７​ ​４​ ​話し方の基礎レッスン​

​話し言葉と書き言葉の特徴を理解​
​する。​
​相手目的場面に応じた言葉遣いを​
​理解する。​
​相手により伝わりやすい表現方法​
​を理解する。​

​【知】話し言葉と書き言葉の特徴や役​
​割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分か​
​りやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに​
​配慮した表現や言葉遣いについて理解し​
​使っている。​
​【思】「話すこと・聞くこと」（4ｈ）​
​において、話し言葉の特徴を踏まえて話​
​したりするなど、相手の理解が得られる​
​ように表現を工夫している。​
​目的や場に応じて、様々な観点から情報​
​を収集、整理して、伝え合う内容を検討​
​している。​
​【主】積極的に話し言葉と書き言葉の違​
​いを理解し、学習課題に沿って話し合お​
​うとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　活動観察​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​　　　活動観察​
​【主】活動観察　​

​累計​
​【話聞】４時間  【話聞】10時間​
​【書】　０時間  【書】　5時間​
​【読】　０時間  【読】　4時間​

​８​ ​6​ ​日本語は世界をこのように捉える​
​（小浜逸郎）​
​具体と抽象​

​【知】個別の情報と一般化された情報と​
​の関係について理解している。​
​【思】「書くこと」（3ｈ）において、​
​自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の​
​示し方や説明の仕方を考えるとともに、​
​表現の仕方を工夫している。​
​「読むこと」（3ｈ）において文章に含​
​まれている情報を相互に関係づけなが​
​ら、内容や書き手の意図を解釈するとと​
​もに、自分の考えを深めている。​
​【主】自分の意見や考えを論述するため​
​に、文章の内容や構成、論理の展開の仕​
​方などを積極的に捉えようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　発表・報告​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】０時間  【話聞】10時間​
​【書】　3時間  【書】  8時間​
​【読】　3時間  【読】　7時間​

​９​ ​６​ ​水の東西​
​（山崎正和）​

​水にかかわる芸術や文化を調べ、​
​その特徴と魅力について文章にま​
​とめる。​

​【知】主張と論拠など情報と情報との関​
​係について理解している。​
​個別の情報と一般化された情報との関係​
​について理解している。​
​【思】「話すこと・聞くこと」（１ｈ）​
​において、目的や場に応じて、様々な観​
​点から情報を収集、整理して、伝え合う​
​内容を検討している。​
​「書くこと」（３ｈ）において、目的や​
​意図に応じて、実社会の中から適切な題​
​材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性​
​を吟味して、伝えたいことを明確にして​
​いる。​
​「読​​む​​こ​​と」​​（２​​ｈ）​ ​に​​お​​い​​て、​​文​​章​​に​
​含まれている情報を相互に関係づけなが​
​ら、内容や書き手の意図を解釈するとと​
​もに、自分の考えを深めている。​
​【主】個別の情報を一般化する筆者の論​
​理について自分の考えを持ち、表現を工​
​夫してまとめようとしている。​
​水を用いた芸術や仕掛けについて積極的​
​に題材を探し、表現の仕方を工夫して説​
​明しようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】１時間  【話聞】11時間​
​【書】　３時間  【書】　11時間​
​【読】　２時間  【読】　9時間​
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​５​ ​適切な情報を集めるには​
​情報を正しく引用するには​

​必要な情報を探す方法を理解す​
​る。​
​正しい情報の引用の仕方を理解す​
​る。​

​【知】主張と論拠など情報と情報との関​
​係について理解している。​
​情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方につ​
​いて理解を深めている。​
​引用の仕方や出典の示し方，それらの必​
​要性について理解を深め使っている。​
​【思】「書くこと」（5ｈ）において、​
​自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の​
​示し方や説明の仕方を工夫している。​
​【主】進んで主張と根拠と理由付けの関​
​係性を理解し、学習課題に沿って話し​
​合ったりしようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　活動観察​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​　　　活動観察​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】0時間    【話聞】11時間​
​【書】　5時間    【書】　16時間​
​【読】　０時間    【読】　9時間​

​10​ ​7​ ​人工知能に未来を託せますか？​
​（松田雄馬）​

​AIと対比して説明されている人間​
​の性質を捉え、科学技術の進歩と​
​人間の役割について考察する。​

​【知】文章の効果的な組み立てや接続の​
​仕方について理解している。​
​主張と論拠など情報と情報との関係につ​
​いて理解している。​
​【思】「話すこと・聞くこと」（３ｈ）​
​において、目的や場に応じて、様々な観​
​点から情報を収集、整理して、伝え合う​
​内容を検討している。​
​「書くこと」（2ｈ）において、目的や​
​意図に応じて、適切な題材を決め、集め​
​た情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝​
​えたいことを明確にしている。​
​「読​​む​​こ​​と」​​（２​​ｈ）​ ​に​​お​​い​​て、​​文​​章​​に​
​含まれている情報を相互に関係づけなが​
​ら、内容や書き手の意図を解釈するとと​
​もに、自分の考えを深めている。​
​【主】例示された個別の情報を具体的に​
​検証し、筆者の考えとの関係を説明しよ​
​うとしている。​
​「人間にしかできないこと」には、どの​
​ようなことがあるか、自身の考えを理由​
​とともに文章にまとめる。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】３時間  【話聞】14時間​
​【書】　２時間  【書】　18時間​
​【読】　２時間  【読】　11時間​

​11​ ​４​ ​意見をまとめる話し合いをする​

​話し合いの進め方のルールを理解​
​する。​
​論点を共有し、考えを広げたり深​
​めたりしながら、話し合いを実践​
​する。​

​【知】主張と論拠など情報と情報との関​
​係について理解している。​
​【思】「話すこと・聞くこと」（4ｈ）​
​において、自分の考えが的確に伝わるよ​
​う、自分の立場や考えを明確にするな​
​ど、話の構成や展開を工夫している。​
​【主】自分の意見や考えを論述するため​
​に、文章の内容や構成、論理の展開の仕​
​方などを積極的に捉えようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　発表・報告​
​【主】活動観察　​
​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】4時間  【話聞】18時間​
​【書】　0時間  【書】　18時間​
​【読】　0時間  【読】　11時間​

​12​ ​７​ ​現代の「世論操作」​
​（林香里）​

​評情報操作の具体例を通して筆者​
​が提起する課題を理解し、メディ​
​ア社会に生きる者として問題意識​
​を持つ。​

​【知】実社会において理解したり表現し​
​たりするために必要な語句の量を増やす​
​とともに、語句や語彙の構造や特色、用​
​法及び表記の仕方などを理解し、話や文​
​章の中で使うことを通して、語感を磨き​
​語彙を豊かにしている。​
​【思】「話すこと・聞くこと」（２ｈ）​
​において、自分の考えが的確に伝わるよ​
​う、自分の立場や考えを明確にするな​
​ど、話の構成や展開を工夫している。​
​「書くこと」（３ｈ）において、自分の​
​考えが的確に伝わるよう、根拠の示し方​
​や説明の仕方を考えるとともに、表現の​
​仕方を工夫している。​
​「読むこと」（２ｈ）において文章に含​
​まれている情報を相互に関係づけなが​
​ら、内容や書き手の意図を解釈するとと​
​もに、自分の考えを深めている。​
​【主】粘り強く本文の構成と論理の展開​
​を捉え、学習課題に沿ってまとめようと​
​している。​
​現代社会の課題を把握し、メディアへの​
​向き合い方について、自身の考えを根拠​
​の示し方や説明の仕方を考えて書こうと​
​している。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　​
​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】２時間  【話聞】20時間​
​【書】　３時間  【書】　21時間​
​【読】　2時間  【読】　13時間​

​１​ ​６​ ​コンピュータが作る俳句​
​（黒崎政男）​
​推論​

​論理の型として、「推論」の構造​
​を学ぶ。​

​【知】主張と論拠など情報と情報との関​
​係について理解している。​
​推論の仕方を理解し使っている。​
​【思】「書くこと」（４ｈ）において、​
​自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の​
​示し方や説明の仕方を考えるとともに、​
​表現の仕方を工夫している。​
​「読むこと」（２ｈ）において、文章の​
​種類を踏まえて、内容や構成、論理の展​
​開などについて叙述を基に的確に捉え、​
​要旨や要点を把握している。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】０時間  【話聞】20時間​
​【書】　４時間  【書】　25時間​
​【読】　２時間  【読】　15時間​
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​【主】例示された個別の情報を具体的に​
​検証し、筆者の考えとの関係を説明しよ​
​うとしている。​

​2​ ​4​ ​書き方の基本レッスン​
​地域の魅力を紹介する​

​表記表現の基本ルールを理解す​
​る。​
​接続表現の種類や用法を理解す​
​る。比喩などの表現技法を理解す​
​る。​
​情報を的確に紹介する方法を理解​
​する。​
​必要な情報や資料を収集整理し、​
​わかりやすい紹介文を書​
​くために活用する方法を理解す​
​る。​

​【知】書き言葉の特徴や役割、表現の特​
​色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適​
​切さなどに配慮した表現について理解を​
​深め使っている。​
​【思】「話すこと・聞くこと」（１ｈ）​
​において、話し言葉の特徴を踏まえて話​
​したりするなど、相手の理解が得られる​
​ように表現を工夫している。​
​「書くこと」（3ｈ）において、読み手​
​の理解が得られるよう、情報の分量や重​
​要度などを考えて、文章の構成や展開を​
​工夫している。​
​【主】進んで表記表現の基本ルールを理​
​解し、正確で分かりやすい文を書こうと​
​している。​
​目的に応じて題材を決め、集めた情報の​
​妥当性や信頼性を粘り強く吟味しようと​
​している。​
​書いた紹介文を進んで批評し合い、批評​
​を踏まえて文章の構成展開や表現を工夫​
​しようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　活動観察​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​

​　　　活動観察​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】1時間  【話聞】21時間​
​【書】　3時間  【書】　28時間​
​【読】　0時間  【読】　15時間​

​3​ ​６​ ​岩井克人が語る「無」から「有」​
​を生む貨幣​
​（丸山俊一＋NHK「欲望の資本​
​主義」政策班）​

​具体例を提示しながら解説してい​
​く論の展開を捉え、貨幣のさまざ​
​まなあり方を考える。​

​【知】比喩，例示，言い換えなどの修辞​
​や，直接的な述べ方や婉えん曲的な述べ​
​方について理解している。​
​【思】「書くこと」（3ｈ）について自​
​分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根​
​拠の示し方や説明の仕方を考えるととも​
​に，文章の種類や，文体，語句などの表​
​現の仕方を工夫している。​
​「読むこと」（3ｈ）について、文章の​
​種類を踏まえて、内容や構成、論理の展​
​開などについて叙述を基に的確に捉え、​
​要旨や要点を把握している。​
​【主】自分の意見や考えを論述するため​
​に、文章の内容や構成、具体例、論理の​
​展開の仕方などを工夫して書こうとして​
​いる。​

​【知】発問評価​
​　　　活動観察​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​　　　活動観察​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【話聞】0時間  【話聞】21時間​
​【書】　3時間  【書】　31時間​
​【読】　3時間  【読】　18時間​
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​北海道遠別農業高等学校　年間指導計画​

​教​ ​科​ ​名​ ​科　目　名​ ​学　年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担　当　者​

​国　語​ ​言語文化​ ​１​ ​必　修​ ​２​ ​足立　 大知​

​使用教科書​ ​第一学習社 高等学校 改訂版 標準言語文化​
​使用副教材​ ​意味で覚えて漢字を知る 漢トレ いいずな書店​

​科目の目標​ ​知識及び技能​

​思考力表現力​
​判断力等​

​学びに向かう力​
​人間性等​

​生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に​
​対する理解を深めることができるようにする。​
​論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で​
​伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。​
​言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我​
​が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度​
​を養う。​

​学習の​
​到達目標​

​知識及び技能​

​思考力表現力​
​判断力等​

​学びに向かう力​
​人間性等​

​生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化に​
​対する理解を深めることができる。​
​論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で​
​伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。​

​言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我​
​が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする。​

​学習の​
​留意点​ ​気づいたこと、感心したこと等は、ノートなどに書き留める習慣を身につけること。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけているとともに、我が国の言語文化に対​
​する理解を深めている。​
​【思考・判断・表現】​
​「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した​
​りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり​
​している。​
​【主体的に学習に取り組む態度】​
​言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、​
​言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が​
​国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。​

​年間学習計画​
​　　　　　　　　　　評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態度：主体的に学習に取り組む態度）​

​月​ ​時数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​
​４​ ​３​ ​本と出会う​

​（若松英輔）​

​筆者の考える読書の楽しみ方を理​
​解し、本との向き合い方について​
​考える。​

​【知】常用漢字の読みに慣れ，主な常用​
​漢字を書き，文や文章の中で使ってい​
​る。​
​我が国の言語文化への理解につながる読​
​書の意義と効用について理解を深めてい​
​る。​
​【思】「読むこと」（３ｈ）において、​
​文章の種類を踏まえて，内容や構成，展​
​開などについて叙述を基に的確に捉えて​
​いる。​
​【主】筆者が考える読書の楽しみ方につ​
​いて積極的に理解し、これからの本との​
​向き合い方について考えようとしてい​
​る。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　０時間​
​【読】　０時間　【読】　０時間​
​【読近】​​3​​時間​ ​【読近】​​3​​時間​

​４​ ​３​ ​とんかつ​
​（三浦哲郎）​

​【知】常用漢字の読みに慣れ，主な常用​
​漢字を書き，文や文章の中で使ってい​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
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​謎の母子の登場に始まる話の構成​
​と展開を理解し、せりふや行動か​
​ら人物像と心情を読み取る。​

​る。​
​我が国の言語文化に特徴的な語句の量を​
​増し，それらの文化的背景について理解​
​を深め，文章の中で使うことを通して，​
​語感を磨き語彙を豊かにしている。​
​【思】「読むこと」（３ｈ）において、​
​作品や文章に表れているものの見方，感​
​じ方，考え方を捉え，内容を解釈してい​
​る。​
​【主】母親のせりふにのみ方言が出てく​
​ることの意味について、粘り強く考え他​
​者に伝えようとしている。​

​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　０時間​
​【読】０時間　【読】　０時間​
​【読近】​​3​​時間​ ​【読近】​​６​​時間​

​５​ ​６​ ​古文の学習​
​児のそら寝​
​古文を読むために​

​我が国の言語文化について理解を​
​深めるために、古典の世界に親し​
​むことの意義を知る。説話という​
​文章の種類を踏まえて、内容や展​
​開を的確に捉える。​
​作品に表れているものの見方や考​
​え方を捉え、内容を解釈する。​

​【知】言葉には、文化の継承、発展、創​
​造を支える働きがあることを理解してい​
​る。​
​古典の世界に親しむために、古典を読む​
​ために必要な文語のきまりや古典特有の​
​表現などについて理解を深めている。​
​【思】「読むこと」（６ｈ）において、​
​文章の内容や解釈を踏まえ、自分のもの​
​の見方、感じ方、考え方を深め、我が国​
​の言語文化について自分の考えを持って​
​いる。​
​【主】これからの学習に見通しをもっ​
​て、我が国の言語文化に興味関心を深​
​め、それを継承していくことについて強​
​く自覚を持とうとしている。​
​時間の経過による言葉の意味の変化を理​
​解し、学習の見通しをもって調べたり説​
​明したりしようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　０時間​
​【読】　６時間　【読】　６時間​
​【読近】​​0​​時間​ ​【読近】​​６​​時間​

​６​ ​６​ ​漢文の学習​
​訓読に親しむ（１）​
​漢文を読むために１​
​訓読に親しむ（２）​
​漢文を読むために２​
​訓読に親しむ（３）​
​漢文を読むために３​

​我が国の言語文化についての理解​
​を深めるために、古典としての漢​
​文を読むことの意義を知る。​
​漢文を訓読するための基礎知識と​
​して、返り点の種類と使い方を習​
​得する。漢文を訓読するための基​
​礎知識として、助字の働きと意味​
​を習得する。漢文を習得するため​
​の基礎知識として、再読文字の種​
​類と読み方を習得する。​

​【知】言葉には、文化の継承、発展、創​
​造を支える働きがあることを理解してい​
​る。​
​古典の世界に親しむために、古典を読む​
​ために必要な訓読のきまり、古典特有の​
​表現などについて理解を深めている。​
​【思】「読むこと」（６ｈ）において、​
​文章の内容や解釈を踏まえ、自分のもの​
​の見方、感じ方、考え方を深め、我が国​
​の言語文化について自分の考えを持って​
​いる。​
​文章に表れているものの見方、感じ方、​
​考え方を捉え、内容を解釈している。​
​【主】これからの学習に見通しをもっ​
​て、我が国の言語文化に大きな影響を与​
​えた漢文に興味関心を深めている。これ​
​からの学習に見通しをもって、漢文訓読​
​の基礎知識を積極的に身につけようとし​
​ている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　０時間​
​【読】　６時間　【読】　12時間​
​【読近】​​0​​時間​ ​【読近】​​６​​時間​

​６​

​７​

​６​ ​伊勢物語​
​（芥川）​

​話の中で和歌が果たしている役割​
​を押さえ、歌物語の特徴と読み解​
​き方を理解する。​
​歌物語では、感動の中心が歌にあ​
​ることを理解し、内容や展開を的​
​確に捉える。​

​【知】古典の世界に親しむために、古典​
​を読むために必要な文語の決まりや古典​
​特有の表現などについて理解を深めてい​
​る。​
​古典の世界に親しむために、作品や文章​
​の歴史的、文化的背景などに理解を深め​
​ている。​
​【思】「書くこと」（１ｈ）において、​
​自分の思いが効果的に伝わるよう構成、​
​展開、文体、描写、語句などの表現の仕​
​方を工夫している。​
​「読むこと」（５ｈ）において、作品に​
​表れているものの見方、感じ方、考え方​
​を捉え、内容を解釈している。​
​「読むこと」において、作品の成立した​
​背景や他の作品などとの関係を踏まえ、​
​内容の解釈深めている。​
​【主】歌物語に積極的に親しみ、学習課​
​題に沿って和歌の果たす意味を捉えよう​
​としている。​
​学習課題に沿って異なるテクストと読み​
​比べ、わかったことを積極的に伝え合お​
​うとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　発表・報告​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　１時間　【書】　１時間​
​【読】　６時間　【読】　18時間​
​【読近】​​0​​時間​ ​【読近】​ ​６​​時間​
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​７​

​８​

​５​ ​矛盾​
​（韓非子）​

​漢文の訓読に慣れるとともに、現​
​在使われている言葉が漢文に由来​
​することを知る。​

​【知】我が国の言語文化に特徴的な語句​
​の量を増やし、それらの文化的背景につ​
​いて理解を深め、語感を磨き語彙を豊か​
​にしている。​
​【思】「読むこと」（５ｈ）において、​
​作品に表れているものの見方、感じ方、​
​考え方を捉え、内容を解釈している。​
​【主】故事成語の由来となった話を積極​
​的に読み、わかった内容を工夫してまと​
​めようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　活動観察​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　活動観察​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　１時間​
​【読】　５時間　【読】　23時間​
​【読近】​​0​​時間​ ​【読近】  ６時間​

​８​

​９​

​６​ ​徒然草​
​（つれづれなるままに）​
​（仁和寺にある法師）​

​作品に表れているものの見方や考​
​え方を捉え、内容を解釈する。​

​【知】古典の世界に親しむために、古典​
​を読むために必要な文語のきまりや古典​
​特有の表現などについて理解を深めてい​
​る。​
​【思】「書くこと」（１ｈ）において、​
​適切な題材を決め、自分の体験や思いが​
​効果的に伝わるよう表現の仕方を工夫し​
​ている。​
​「読むこと」（５ｈ）において、作品に​
​表れているものの見方、感じ方、考え方​
​を捉え、内容を解釈している。​
​【主】随筆の内容構成などを粘り強く把​
​握し、学習課題に沿って説明しようとし​
​ている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　１時間　【書】　２時間​
​【読】　５時間　【読】　28時間​
​【読近】​​0​​時間​ ​【読近】​ ​６​​時間​

​10​ ​６​ ​羅生門​
​（芥川龍之介）​
​読み比べる・今昔物語集​

​下人の行動や心理をもとに場面の​
​展開を捉え、老婆の語る論理が下​
​人の決断に与えた影響を読み取​
​る。​

​【知】我が国の言語文化に特徴的な​
​語句の量を増し，それらの文化的背​
​景​​に​​つ​​い​​て​​理​​解​​を​​深​​め​​，​​文​​章​​の​​中​​で​
​使うことを通して，語感を磨き語彙​
​を豊かにしている。​
​作品や文章の歴史的・文化的背景な​
​どを理解している。​
​【思】「読むこと」（６ｈ）におい​
​て、作品や文章に表れているものの​
​見方，感じ方，考え方を捉え，内容​
​を解釈している。​
​作品や文章の成立した背景や他の作​
​品などとの関係を踏まえ，内容の解​
​釈を深めている。​
​【主】下人の行動や心理、老婆の論​
​理を粘り強く読み取り、読み比べて​
​わかったことを踏まえて、自身の考​
​えを積極的に論述しようとしてい​
​る。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　２時間​
​【読】　０時間　【読】　28時間​
​【読近】​​６​​時間​ ​【読近】​ ​12​​時間​

​11​ ​３​ ​I was born​
​（吉野弘）​

​散​​文​​詩​​に​​親​​し​​み、​​「​​I​ ​was​ ​born​​」​
​という言葉がどのようなイメージ​
​で捉えられているかを読み取る。​

​【知】我が国の言語文化の特質や我​
​が国の文化と外国の文化との関係に​
​ついて理解している。​
​我が国の言語文化の特質や我が国の​
​文化と外国の文化との関係について​
​理解している。​
​【思】「読むこと」（３ｈ）におい​
​て、作品や文章に表れているものの​
​見方，感じ方，考え方を捉え，内容​
​を解釈している。​
​【主】積極的に散文詩を読み、生ま​
​れることの意味について、自分なり​
​に考えをまとめようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　２時間​
​【読】　０時間　【読】　28時間​
​【読近】​​3​​時間​ ​【読近】​ ​15​​時間​

​11​ ​３​ ​ゆびさきの温みを‐短歌‐​

​近現代を代表する歌人の作品を読​
​解することを通して、短歌の鑑賞​
​のしかたを理解する。​

​【知】言葉には，文化の継承，発展​
​，創造を支える働きがあることを理​
​解している。​
​【思】「書くこと」（２ｈ）におい​
​て、自分の知識や体験の中から適切​
​な題材を決め，集めた材料のよさや​
​味わいを吟味して，表現したいこと​
​を明確にしている。​
​「読むこと」（１ｈ）において、作​
​品や文章に表れているものの見方，​
​感じ方，考え方を捉え，内容を解釈​
​している。​
​【主】積極的に各歌人の短歌を読​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　2時間　【書】　4時間​
​【読】　０時間　【読】　28時間​
​【読近】​​1​​時間​ ​【読近】​ ​16​​時間​
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​み、感じたことや考えたことをまと​
​めながら、短歌の鑑賞の方法につい​
​て理解を深めようとしている。​
​自身の思いや考えを伝えるために、​
​見通しを持って表現の工夫を学び、​
​用いようとしている。​

​12​ ​４​ ​短歌を訳す‐言葉の壁を越えて​
​（俵万智）​

​和歌・短歌の翻訳にまつわる筆者​
​の経験を記した文章を読んで、現​
​代の言葉で和歌を書き換える。​

​【知】本歌取りや見立てなどの我が​
​国の言語文化に特徴的な表現の技法​
​とその効果について理解している。​
​我が国の言語文化の特質や我が国の​
​文化と外国の文化との関係について​
​理解している。​
​【思】「書くこと」（２ｈ）におい​
​て、自分の体験や思いが効果的に伝​
​わるよう，文章の種類，構成，展開​
​や​​，​​文​​体​​，​​描​​写​​，​​語​​句​​な​​ど​​の​​表​​現​​の​
​仕方を工夫している。​
​「読むこと」（２ｈ）において、作​
​品の内容や解釈を踏まえ，自分のも​
​のの見方，感じ方，考え方を深め，​
​我が国の言語文化について自分の考​
​えをもっている。​
​【主】現代短歌を外国語に訳すこと​
​や古典和歌を現代語に訳すことの難​
​しさについて、筆者の考えを積極的​
​にまとめながら、我が国の言語文化​
​について自身の考えをまとめようと​
​している。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　2時間　【書】　６時間​
​【読】　０時間　【読】　28時間​
​【読近】​​２​​時間​ ​【読近】​ ​18​​時間​

​12​

​1​

​７​ ​平家物語​
​（宇治川の先陣）​

​軍記物語を読んで、合戦場面の生​
​き生きとした描写を味わう。​

​【知】我が国の言語文化に特徴的な語句​
​の量を増やし、それらの文化的背景につ​
​いて理解を深め、語感を磨き語彙を豊か​
​にしている。​
​【思】「読むこと」（７ｈ）において、​
​文章の構成や展開現の仕方、表現の特色​
​について評価している。​
​【主】作品に表れている無常観を粘り強​
​く読み取り、自分の考えを広げたり、深​
​めたりしようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　６時間​
​【読】　７時間　【読】　35時間​
​【読近】​​０​​時間​ ​【読近】​ ​18​​時間​

​２​ ​６​ ​奥の細道​
​（旅立ち）​

​作品に表れている芭蕉の人生観や​
​旅の意味といった、ものの見方や​
​考え方を捉え、内容を理解する。​

​【知】古典の世界に親しむために、作品​
​や文章の歴史的、文化的背景などに理解​
​を深めている。​
​【思】「読むこと」（６ｈ）において、​
​作品の成立した背景や他の作品などとの​
​関係を踏まえ、内容の解釈を深めてい​
​る。​
​【主】芭蕉の人生観の特徴を積極的に理​
​解し、学習課題に沿って粘り強く取り組​
​もうとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　6時間​
​【読】　６時間　【読】　41時間​
​【読近】０時間​ ​【読近】​​18​​時間​

​３​ ​６​ ​鏡​
​（村上春樹）​

​恐怖体験の一つとして語られる、​
​幽霊でも超常現象でもない、人の​
​内面に潜む恐怖とは何かを読み解​
​く。​

​【知】常用漢字の読みに慣れ，主な​
​常用漢字を書き，文や文章の中で​
​使っている。​
​【思】「読むこと」（６ｈ）におい​
​て、作品や文章に表れているものの​
​見方，感じ方，考え方を捉え，内容​
​を解釈している。​
​【主】人の内面に潜む恐怖を粘り強​
​く読み取り、自分の考えを広げた​
​り、深めたりしようとしている。​

​【知】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【思】発問評価​
​　　　指名音読​
​　　　​
​【主】活動観察　​

​　　　　　　　　　　　　　累計​
​【書】　０時間　【書】　6時間​
​【読】　０時間　【読】　41時間​
​【読近】６時間​ ​【読近】 24時間​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​地理歴史​ ​地理総合​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​田倉　季典​

​使用教科書​ ​高等学校　新地理総合（帝国書院）​
​使用副教材​ ​新詳　地理資料COMPLETE（帝国書院）​
​科目の目標​ ​　社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追及したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，​

​グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資​
​質・能力を育成する。​
​(1)​​地​​理​​に​​関​​わ​​る​​諸​​事​​象​​に​​関​​し​​て​​，​​世​​界​​の​​生​​活​​文​​化​​の​​多​​様​​性​​や​​，​​防​​災​​，​​地​​域​​や​​地​​球​​的​​課​​題​​へ​​の​​取​​組​​な​​ど​​を​​理​​解​​す​​る​​と​​と​

​もに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ​
​まとめられる。​

​(2)​​地​​理​​に​​関​​わ​​る​​事​​象​​の​​意​​味​​や​​意​​義​​，​​特​​色​​や​​相​​互​​の​​関​​連​​を​​，​​位​​置​​や​​分​​布​​，​​場​​所​​，​​人​​間​​と​​自​​然​​環​​境​​と​​の​​相​​互​​依​​存​​関​​係​​，​​空​
​間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決​
​に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論できる。​

​(3)​​地​​理​​に​​関​​わ​​る​​諸​​事​​象​​に​​つ​​い​​て​​，​​よ​​り​​よ​​い​​社​​会​​の​​実​​現​​を​​視​​野​​に​​そ​​こ​​で​​見​​ら​​れ​​る​​課​​題​​を​​主​​体​​的​​に​​追​​究​​，​​解​​決​​し​​よ​​う​​と​​す​
​る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国​
​土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深められ​
​る。​

​学習の​
​到達目標​

​(1) 緯度の違いが，世界地域の気候に影響を与えていることを理解することができる。​
​(2) 経度の違いが，時差に影響を与えていることを理解し，時差を計算することができる。​
​(3) 世界諸地域の気候・農業・鉱工業・経済などの特徴を理解し，諸資料から読み取ることができる。​
​(4) 地球規模で直面している問題について，諸資料から読み取り，考察することができる。​
​(5) 日本の地形・気候を諸資料から読み取り，理解することができる。​
​(6)​​日​​本​​の​​自​​然​​環​​境​​か​​ら​​関​​係​​す​​る​​災​​害​​に​​つ​​い​​て​​理​​解​​し​​，​​自​​然​​災​​害​​の​​対​​処​​方​​法​​を​​理​​解​​し​​，​​日​​常​​生​​活​​に​​活​​か​​そ​​う​​と​​す​​る​​こ​​と​

​ができる。​

​学習の​
​留意点​

​(1)​ ​授業はプリントを使用する。​
​(2)​ ​忘れ物をした際は，授業が始まるまでに報告すること。​
​(3)​ ​積極的に発言すること。​
​(4)​ ​ニュース，新聞に興味を持ち，わからない地名を地図やGIS等で調べること。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解していると​
​ともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べ​
​まとめている。​

​【思考力・判断力・表現力】​
​地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間​
​的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向​
​けて構想したり，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりしている。​
​【主体的に学習に取り組む態度】​
​地理に関わる諸事象について，国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主​
​体的に追究，解決しようとしている。​
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​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​
​・​
​５​

​12​ ​オリエンテーション（大陸名，州名，海洋名）​

​第１部　地図でとらえる現代世界​
​第１章　地図と地理情報システム​

​１節　地球上の位置と時差​
​　１　地球上の位置と私たちの生活​
​　２　時差と私たちの生活・時差の計算​
​２節　地図の役割と種類​
​　１　地球儀と地図​
​　２　身の回りの地図​
​　　　地図の利用－地図記号－​
​　　　地図の利用－縮尺と等高線－​
​　３　統計地図の種類と利用​
​　４　地理情報システム（GIS）の利用​

​第２章　結びつきを深める現代世界​
​１節　現代世界の国家と領域​
​　１　現代世界の国家​
​　２　日本の位置や領域​
​２節　グローバル化する世界​
​　１　国家間の結びつき​
​　２　貿易によって結びつく世界​
​　３　さまざまな交通網・通信網の発達​
​　４　観光のグローバル化​

​【知】現代世界の地域構成を示した様々な​
​地図の読図などを基に，方位や時差，​
​日本の位置と領域，国内や国家間の結​
​び付きなどについて理解している。​

​【思】地図や地理情報システムについて，​
​位置や範囲，縮尺などに着目して，目​
​的や用途，内容，適切な活用の仕方な​
​どを多面的・多角的に考察し，表現し​
​ている。​

​【思】現代世界の地域構成について，位置​
​や範囲などに着目して，主題を設定し​
​，世界的視野から見た日本の位置，国​
​内や国家間の結び付きなどを多面的・​
​多角的に考察し，表現している。​

​【態】よりよい社会の実現を視野にそこで​
​見られる課題を主体的に追究，解決し​
​ようとしている。​

​【知】活動の観察​
​　　　単元テスト​

​【思】記述の確認​
​　　　単元テスト​

​【態】ワークシート​
​　　　活動の観察​

​６​
​・​
​７​

​13​ ​第２部　国際理解と国際協力​
​第１章　生活文化の多様性と国際理解​
​　１節　世界の地形と人々の生活​
​　　１　大地形・変動帯・安定地域と人々の生活​
​　　２　河川・海岸がつくる地形と人々の生活​
​　　３　氷河地形・乾燥地系・カルスト地形と​
​　　　　人々の生活​

​　２節　世界の気候と人々の生活​
​　　１　気温・降水・大気大循環と人々の生活​
​　　２　世界の植生と生活区分​
​　　　　雨温図の読み取り方​
​　　３　熱帯の生活​
​　　４　乾燥帯の生活​
​　　５　温帯の生活​
​　　６　亜寒帯・寒帯の生活​

​　　自然１－オセアニア－​
​　　　１　人々をひきつける多様な自然環境​
​　　　２　自然環境を生かした産業と人々の生活​
​　　自然２－東南アジア－​

​【知】世界の人々の特色ある生活文化を基​
​に，人々の生活文化が地理的環境から​
​影響を受けたり，影響を与えたりして​
​多様性をもつことや，地理的環境の変​
​化によって変容することなどについて​
​理解している。​

​【思】世界の人々の生活文化について，そ​
​の生活文化が見られる場所の特徴や自​
​然及び社会的条件との関わりなどに着​
​目して，多様性や変容の要因などを多​
​面的・多角的に考察し，表現してい​
​る。​

​【態】生活文化の多様性と国際理解につい​
​て，よりよい社会の実現を視野にそこ​
​で見られる課題を主体的に追究しよう​
​としている。​

​【知】活動の観察​
​　　　単元テスト​

​【思】記述の確認​
​　　　単元テスト​

​【態】ワークシート​
​　　　活動の観察​
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​８​
​・​
​９​

​９​ ​　３節　世界の言語・宗教と人々の生活​
​　　１　世界の言語・宗教と人々の生活の変化​
​　　宗教１－中央アジア・西アジア・北アフリカ​
​－​
​　　　１　イスラームを中心とした生活文化​
​　　　２　乾燥地域で暮らすムスリムの生活文化​
​　　　　　変化するムスリムの生活（教p.92～95​
​）​
​　　宗教２－インド－（教p.96～101）​

​　４節　歴史的背景と人々の生活​
​　　歴史１－ラテンアメリカ－​
​　　　１　ヨーロッパ社会の影響が強い文化​
​　　　２　大土地所有制が生み出した社会構造​
​　　　　　外国資本による工業化と生活の変化​

​【知】世界の人々の特色ある生活文化を基​
​　　　に，人々の生活文化が地理的環境か​
​　　　ら影響を受けたり，影響を与えたり​
​　　　して多様性をもつことや，地理的環​
​　　　境の変化によって変容することなど​
​　　　について理解している。​

​【思】世界の人々の生活文化について，そ​
​の生活文化が見られる場所の特徴や自​
​然及び社会的条件との関わりなどに着​
​目して，多様性や変容の要因などを多​
​面的・多角的に考察し，表現してい​
​る。​

​【態】生活文化の多様性と国際理解につい​
​て，よりよい社会の実現を視野にそこ​
​で見られる課題を主体的に追究しよう​
​としている。​

​【知】活動の観察​
​　　　単元テスト​

​【思】記述の確認​
​　　　単元テスト​

​【態】ワークシート​
​　　　活動の観察​

​10​
​・​
​11​

​12​ ​　　歴史２－サハラ以南アメリカ－​
​　　　１　生活文化に残る旧宗主国の影響​
​　　　２　植民地支配の影響が残るアフリカの産業​

​　５節　世界の産業と人々の生活​
​　　１　人々の生活を支える農業の発展​
​　　２　人々の生活を支える工業の発展​
​　　３　グローバル化する現代の産業​
​　　産業１－アメリカ－​
​　　　１　世界に大きな影響力を持つ知識産業と​
​　　　　　資源​
​　　　２　世界の食卓に影響を与える農業​
​　　産業２－東アジア－​
​　　　１　東アジアの経済成長とその歩み​
​　　　２　経済成長による中国の生活の変化​
​　　産業３－ヨーロッパ－​
​　　　１　EU統合と人々の生活​
​　　　２　EU統合による農業への影響​
​　　　３　EU統合による工業や社会への影響​
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​12​
​・​
​１​

​13​ ​第２章　地球的課題と国際協力​
​　１節　複雑に絡み合う地球的課題​
​　２節　地球環境問題​
​　３節　資源・エネルギー問題​
​　４節　人口問題​
​　５節　食料問題​
​　６節　都市・住居問題​

​第３部　持続可能な地域づくりと私たち​
​第１章　自然環境と防災​
​　１節　日本の自然環境​
​　　１　日本の都道府県​
​　　２　日本の地形​
​　　３　日本の気候​
​　２節　地震・津波と防災​
​　３節　火山災害と防災​

​【知】世界各地で見られる地球環境問題，​
​　　　資源・エネルギー問題，人口・食料​
​　　　問題及び住居・都市問題を基に，地​
​　　　球的課題の各地で共通する傾向性や​
​　　　課題相互の関連性などについて大観​
​　　　し理解している。​

​【思】地球的課題について，地域の結びつ​
​きや持続可能な社会づくりなどに着目​
​して，現状や要因，解決の方向性など​
​を多面的・多角的に考察し，表現して​
​いる。​

​【態】地球的課題と国際協力について，よ​
​りよい社会の実現を視野にそこで見ら​
​れる課題を主体的に追究しようとして​
​いる。​

​【知】我が国をはじめ世界で見られる自然​
​災害や生徒の生活圏で見られる自然災​
​害を基に，地域の自然環境の特色と自​
​然災害への備えや対応との関わりとと​
​も​​に​​，​​自​​然​​災​​害​​の​​規​​模​​や​​頻​​度​​，​ ​地​​域​
​性を踏まえた備えや対応の重要性など​
​について理解している。​

​【知】活動の観察​
​　　　単元テスト​

​【思】記述の確認​
​　　　単元テスト​

​【態】ワークシート​
​　　　活動の観察​

​【知】活動の観察​
​　　　単元テスト​

​２​
​・​
​３​

​11​ ​　４節　気象災害と防災​
​　５節　自然災害への備え​

​第２章　生活圏の調査と地域の展望​
​　１節　生活圏の調査と地域の展望​
​　　１　地理的な課題と地域調査​
​　　２　現地調査の準備​
​　　３　調査の実施​

​１年間の振り返り​

​【思】地域性を踏まえた防災について，自​
​然及び社会的条件との関わり，地域の​
​共通点や差異，持続可能な地域づくり​
​などに着目して，主題を設定し，自然​
​災害への備えや対応などを多面的・多​
​角的に考察し，表現している。​

​【態】生活圏の調査と地域の展望について​
​，よりよい社会の実現を視野にそこで​
​見られる課題を主体的に追究，解決し​
​ようとしている。​

​【思】記述の確認​
​　　　単元テスト​

​【態】ワークシート​
​　　　活動の観察​

​※　単元ごとに単元テストを実施​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​公民​ ​公共​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​柴田　大輝​

​使用教科書​ ​公共　新訂版（実教出版）​
​使用副教材​ ​2026　ズームアップ　公共　新訂版　（実教出版）​
​科目の目標​ ​　人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を探究したり解決​

​したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる​
​平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとお​
​り育成することを目指す。​
​(1)​ ​現​​代​​の​​諸​​課​​題​​を​​捉​​え​​考​​察​​し​​，​​選​​択・​​判​​断​​す​​る​​た​​め​​の​​手​​が​​か​​り​​と​​な​​る​​概​​念​​や​​理​​論​​に​​つ​​い​​て​​理​

​解するとともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を​
​適切かつ効果的に調べる技能を身に付けるようにする。​

​(2)​ ​現​​実​​社​​会​​の​​諸​​課​​題​​の​​解​​決​​に​​向​​け​​て​​，​​選​​択・​​判​​断​​の​​手​​が​​か​​り​​と​​な​​る​​考​​え​​方​​や​​公​​共​​的​​な​​空​​間​​に​
​おける基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や​
​，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したこと議論する力を養う。​

​(3)​ ​よ​​り​​よ​​い​​社​​会​​の​​実​​現​​を​​視​​野​​に​​，​​現​​代​​の​​諸​​課​​題​​を​​主​​体​​的​​に​​解​​決​​し​​よ​​う​​と​​す​​る​​態​​度​​を​​養​​う​​と​​と​
​もに多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間とし​
​ての在り方生き方についての自覚や公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自​
​国を愛し，その平和と繁栄を図ることや各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合​
​うことの大切さについての自覚などを深める。​

​学習の​
​到達目標​

​(1)​ ​自​​ら​​の​​体​​験​​な​​ど​​を​​振​​り​​返​​る​​こ​​と​​で​​，​​こ​​れ​​か​​ら​​自​​ら​​を​​成​​長​​さ​​せ​​る​​人​​間​​と​​し​​て​​の​​在​​り​​方​​生​
​き方について，理解することができる。​

​(2)​ ​思​​考​​実​​験​​な​​ど​​の​​概​​念​​的​​な​​枠​​組​​み​​を​​用​​い​​て​​考​​察​​す​​る​​活​​動​​を​​通​​し​​て​​，​​個​​人​​と​​社​​会​​と​​の​​関​​わ​
​りについて，多面的・多角的に考察し，自分の言葉で表現することができる。​

​(3) 国会と内閣の関係，司法参加の仕組みと意義を理解することができる。​
​(4) 現実社会の諸課題に関わる資料から，必要な情報を収集し，まとめることができる。​

​学習の​
​留意点​

​(1) 授業はプリントで行う。​
​(2) ノート（ファイル）は，公共専用で準備すること。​
​(3) 日頃からニュース，新聞をみる習慣をつけること。​
​(4) 他者の意見や価値観を聞き，受け止めること。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​　現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手がかりとなる概念を理解し，諸資​
​料から必要となる情報と適切に選択しまとめられている。​

​【思考・判断・表現】​
​　現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手がかりとなる考え方や公共的な空間​
​における基本的原理を活用して，多面的・多角的考察している。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​国会及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解​
​決しようとしている。​
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​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​
​・​
​５​

​10​ ​オリエンテーション​
​　第１編　公共の扉​

​１　社会を作る私たち​
​１　青年期と自己形成​
​２　自己形成の課題​
​３　キャリアと社会参加​
​４　伝統・文化と私たち​

​【知】人間は，個人として相互に尊重され​
​るべき存在であるとともに，対話を​
​通して互いの様々な立場を理解し高​
​め合うことのできる社会的な存在で​
​あること，伝統や文化，先人の取組​
​や知恵に触れたりすることなどを通​
​して，自らの価値観を形成するとと​
​もに他者の価値観を尊重することが​
​できるようになる存在であることに​
​ついて理解している。​

​【思】社会に参画する自立した主体とは，​
​孤立して生きるのではなく，地域社会​
​などの様々な集団の一員として生き，​
​他者との協働により当事者として国​
​家・社会などの公共的な空間を作る存​
​在であることについて多面的・多角的​
​に考察し，表現している。​

​【態】よりよい社会の実現を視野に，多面​
​的・多角的な考察や深い理解を通して​
​，社会に参画する自立した主体につい​
​ての自覚を深めようとしている。​

​【知】単元テスト​

​【思】ワークシート​
​　　　グループワーク​

​【態】ワークシート​

​　２　人間としてよく生きる​
​１　古代ギリシアの人間観​

​２　宗教と人間​
​３　科学と人間​
​４　自由の実現​
​５　社会を作る人間​

​６​
​・​
​７​

​12​ ​３　他者とともに生きる​
​１　人間と幸福​
​２　公正な社会をめざして​

​　４　民主社会の論理​
​　　１　人間の尊重と平等​
​　　２　自由・権利と責任・義務​
​　​
​　５　民主国家における基本原理​
​　　１　民主政治の成立​
​　　２　民主政治の基本原理​
​　　３　民主政治のしくみと課題​
​　　４　世界の主な政治制度​

​８​
​・​
​９​

​10​ ​第２編　よりよい社会の形成に参加する私たち​
​　１　日本国憲法の基本的性格​

​１　日本国憲法の成立​
​２　日本国憲法の基本的性格​ ​　​
​３　自由に生きる権利​
​４　平等に生きる権利​
​５　社会権と参政権・請求権​

​６　新しい人権​
​７　人権の広がりと公共の福祉​
​８　平和主義とわが国の安全​
​９　こんにちの防衛問題​

​【知】法や規範の意義及び役割などに関わ​
​る現実社会の事柄や課題を基に，憲​
​法の下，適正な手続きに則り，権利​
​や自由が保障，実現され，社会の秩​
​序が形成，維持されていくことにつ​
​いて理解している。​

​【思】自立した主体として解決が求められ​
​る具体的な主題を設定しその主題の解​
​決に向けて事実を基に協働して考察し​
​たり構想したりしたことを，論拠を​
​もって表現している。​

​【態】よりよい社会の実現を視野に，多面​
​的・多角的な考察や深い理解を通して​
​，現代の諸課題を主体的に解決しよう​
​としている。​

​【知】ワークシート​
​　　　単元テスト​

​【思】ワークシート​
​　　　単元テスト​

​【態】ワークシート​
​　　　​

​10​
​・​
​11​
​・​
​12​

​20​ ​２　日本の政治機構と政治参加​
​１　政治機構と国会​
​２　行政権と行政機能の拡大​
​３　公正な裁判の保障​
​４　地方自治と住民福祉​
​５　政党政治​

​【知】司法参加の意義などに関わる現実社​
​会の事柄や課題を基に，憲法の下，適​
​正な手続きに則り、権利や自由が保障​
​，実現され，社会の秩序が形成，維持​
​されていくことについて理解してい​
​る。​

​【知】単元テスト​

​【思】ワークシート​
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​６　選挙制度​
​７　世論と政治参加​

​【思】自立した主体として解決が求められ​
​る具体的な主題を設定し，合意形成や​
​社会参画を視野に入れながら，その主​
​題の解決に向けて事実を基に協働して​
​考察したり構想したりしたことを，論​
​拠をもって表現している。​

​【態】よりよい社会の実現を視野に，多面​
​的・多角的な考察や深い理解を通して​
​，現代の諸課題を主体的に解決しよう​
​としている。​

​　　　グループワーク​

​【態】ワークシート​

​３　現代の経済社会​
​１　経済主体と経済活動の意義​
​２　経済社会の変容​
​３　市場のしくみ​
​４　市場の失敗​
​５　現代の企業​
​６　国民所得​
​７　経済成長と国民の福祉​
​８　金融の役割​
​９　日本銀行の役割​

​１０　財政の役割と租税​
​１１　日本の財政の課題​

​【知】雇用と労働問題，財政及び租税の役​
​割，少子高齢社会における社会保障の​
​充実・安定化，市場経済の機能と限界​
​，金融の働きなどに関わる現実社会の​
​事柄や課題を基に，より活発な経済活​
​動と個人の尊重を共に成り立たせるこ​
​とが必要であることについて理解して​
​いる。​

​【思】自立した主体として解決が求められ​
​る具体的な主題を設定し，合意形成や​
​社会参画を視野に入れながら，その主​
​題の解決に向けて事実を基に協働して​
​考察したり構想したりしたことを，論​
​拠をもって表現している。​

​【態】よりよい社会の実現を視野に，多面​
​的・多角的な考察や深い理解を通して​
​現代の諸課題を主体的に解決しようと​
​している。​

​【知】単元テスト​

​【思】ワークシート​
​　　　グループワーク​

​【態】ワークシート​

​４　日本経済の特質と国民生活​
​１　戦後日本経済の成長と課題​
​２　転機に立つ日本経済​
​３　経済社会の変化と中小企業​
​４　農業と食料問題​
​５　消費者問題​
​６　公害の防止と環境保全​

​７　労働問題と労働者の権利​
​８　今日の労働問題​
​９　社会保障の役割​

​１０　社会保障制度の課題​

​【知】多様な契約及び消費者の権利と責任​
​，職業選択，雇用と労働問題，少子高​
​齢社会における社会保障の充実・安定​
​化などに関わる現実社会の事柄や課題​
​を基に，より活発な経済活動と個人の​
​尊重を共に成り立たせることが必要で​
​あることについて理解している。​

​【思】自立した主体として解決が求められ​
​る具体的な主題を設定し，合意形成や​
​社会参画を視野に入れながら，その主​
​題の解決に向けて事実を基に協働して​
​考察したり構想したりしたことを，論​
​拠をもって表現している。​

​【態】よりよい社会の実現を視野に，多面​
​的・多角的な考察や深い理解を通して​
​現代の諸課題を主体的に解決しようと​
​している。​

​【知】単元テスト​

​【思】ワークシート​
​　　　グループワーク​

​【態】ワークシート​

​12​
​～​
​２​

​12​ ​５　国際政治の動向と課題​
​１　国際社会と国際法​
​２　国際連合と国際協力​
​３　こんにちの国際政治​
​４　人種・民族問題​
​５　軍拡競争から軍縮へ​
​６　国際平和と日本の役割​

​【知】国家主権，領土（領海，領空を含​
​む。），我が国の安全保障と防衛，​
​国際貢献を含む国際社会における我​
​が国の役割などに関わる現実社会の​
​事柄や課題を基に，国際貢献を含む​
​国際社会における我が国の役割につ​
​いて理解している。​

​【思】自立した主体として解決が求められ​
​る具体的な主題を設定し，合意形成や​
​社会参画を視野に入れながら，その主​
​題の解決に向けて事実を基に協働して​
​考察したり構想したりしたことを，論​
​拠をもって表現している。​

​【知】単元テスト​

​【思】ワークシート​
​　　　グループワーク​

​【態】ワークシート​

15



​【態】よりよい社会の実現を視野に，多面​
​的・多角的な考察や深い理解を通して​
​現代の諸課題を主体的に解決しようと​
​している。​

​６　国際経済の動向と課題​
​１　貿易と国際収支​
​２　外国為替市場のしくみ​ ​　　　​

​　　３　第二次世界大戦後の国際経済​
​４　地域的経済統合の進展​
​５　国際経済のつながりと課題​

​　​

​【知】経済のグローバル化と相互依存関係​
​の深まりなどに関わる現実社会の事柄​
​や課題を基に，世界経済がより緊密に​
​結び付き，経済活動が世界的な規模で​
​自由に行われていること，国際社会に​
​おける貧困や格差が解消されていない​
​状況やこれらの解決が地球的な課題で​
​あることについて理解している。​

​【知】単元テスト​

​７　発展途上国の諸課題と日本の役割​ ​【思】自立した主体として解決が求められ​
​る具体的な主題を設定し，合意形成や​
​社会参画を視野に入れながら，その主​
​題の解決に向けて事実を基に協働して​
​考察したり構想したりしたことを，論​
​拠をもって表現している。​

​【態】よりよい社会の実現を視野に，多面​
​的・多角的な考察や深い理解を通して​
​現代の諸課題を主体的に解決しようと​
​している。​

​【思】ワークシート​
​　　　グループワーク​

​【態】ワークシート​

​３​ ​６​ ​第３章　持続可能な社会へ​

​　１　社会研究の方法​
​　　　課題を見つける​
​　　　大きな視点で考える（先行研究）​
​　　　調査の方法や種類​
​　　　レポートにまとめる​

​【思】現代の諸課題を探求する活動を通し​
​て，その課題解決に向けて事実を基に​
​考察，構想し妥当性や効果などを指標​
​にし，自分の考えを説明，論述してい​
​る。​

​【態】現代の諸課題を探求する活動につい​
​て，よりよい社会の実現を視野に，現​
​代の諸課題を主体的に解決しようとし​
​ている。​

​【思】ワークシート​
​　　　グループワーク​

​【態】ワークシート​
​　　　活動観察​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​数学​ ​数学Ⅰ​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​今　井　進　裕​

​使用教科書​ ​改訂版　最新　数学Ⅰ（数研出版）​
​使用副教材​ ​パラレルノート　数学Ⅰ（数研出版）​
​科目の目標​ ​　数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成​

​することを目指す。​
​（1）数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に​
​理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を​
​身に付けるようにする。​
​（2）命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形​
​の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関係に着目​
​し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会の事象など​
​から設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分​
​析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。​
​（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう​
​とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造​
​性の基礎を養う。​

​学習の​
​到達目標​

​１　基礎的な知識・技能の習得ができる。​
​２　数や式を目的に応じて適切に変形することができる。​
​３　データを適切な手法で分析を行い、過程や結果を考察・判断することができる。​
​４　問題解決に向かって、様々な活動に粘り強く取り組むことができる。​

​学習の​
​留意点​

​授業で問題を解いた後に、副教材を用いて復習を行うこと。​
​教科書を見返して復習を行うこと。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​(1) 数と式及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。​
​(2) 事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。​

​【思考・判断・表現】​
​(1)​ ​命​​題​​の​​条​​件​​や​​結​​論​​に​​着​​目​​し、​​数​​や​​式​​を​​多​​面​​的​​に​​み​​た​​り​​目​​的​​に​​応​​じ​​て​​適​​切​​に​​変​​形​​し​​た​​り​​す​​る​​こ​​と​​が​​で​​き​

​る。​
​(2)​ ​社​​会​​の​​事​​象​​な​​ど​​か​​ら​​設​​定​​し​​た​​問​​題​​に​​つ​​い​​て、​​デー​​タ​​の​​散​​ら​​ば​​り​​や​​変​​量​​間​​の​​関​​係​​な​​ど​​に​​着​​目​​し、​​適​​切​​な​

​手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする​
​ことができる。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​(1) 数学のよさを認識し数学を活用しようとしている。​
​(2) 粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとしている。​
​(3) 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとしている。​

​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​
​５​
​６​

​19​ ​☆第１章　数と式​
​〇第１節　数と式​
​・多項式(6)​
​・展開(4)​
​・因数分解(6)​
​・課題学習(3)​
​　　　　​

​【​​知】二次の乗法公式及び因数分解の公式​
​の理解を深めることができる。​
​【思】問題を解決する際に、すでに学習し​
​た計算の方法と関連付けて、式を多面的に​
​捉えたり目的に応じて適切に変形したりす​
​ることができる。​
​【態】問題を解決する際に、すでに学習し​
​た計算の方法と関連付けて、式を多面的に​
​捉え、目的に応じて適切に変形しようとし​
​ている。​

​【知】単元テスト​
​　　　レポート​
​【思】単元テスト​
​　　　レポート​
​【態】レポート​

​振り返りの記録​

​７​
​８​

​９​ ​☆第１章　数と式​
​〇第２節　実数​
​・実数(3)​
​・根号を含む式の計算(5)​
​・課題学習(1)​

​【知】数を実数まで拡張する意義を理解​
​し、簡単な無理数の四則計算をすることが​
​できる。​
​【思】問題を解決する際に、すでに学習し​
​た計算の方法と関連付けて、式を多面的に​

​【知】単元テスト​
​　　　レポート​
​【思】単元テスト​
​　　　レポート​
​【態】レポート​
​　　　振り返りの記録​
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​捉えたり目的に応じて適切に変形したりす​
​ることができる。​
​【態】数を実数まで拡張する意義を理解し​
​ようとしている。​
​【態】日常の問題の解決に向けて、数学的​
​活動を通して問題を解決しようとしてい​
​る。​

​９​ ​10​ ​☆第１章　数と式​
​〇第３節　１次不等式​
​・不等式(2)​
​・不等式の性質(1)​
​・１次不等式(3)​
​・連立不等式(1)​
​・不等式の利用(1)​
​・課題学習(2)​

​【知】不等式の解の意味や不等式の性質に​
​ついて理解し、一次不等式の解を求めるこ​
​とができる。​
​【思】不等式の性質を基に一次不等式を解​
​く方法を考察することができる。​
​【思】日常の事象や社会の事象などを数学​
​的に捉え、問題解決に活用することができ​
​る。​
​【態】日常の事象や社会の事象に一次不等​
​式を活用しようとしている。​
​【態】日常の問題の解決に向けて、数学的​
​活動を通して問題を解決しようとしてい​
​る。​

​【知】単元テスト​
​　　　レポート​
​【思】単元テスト​
​　　　レポート​
​【態】レポート​

​振り返りの記録​

​10​
​11​
​12​

​11​ ​☆第２章　集合と命題​
​・集合と部分集合(2)​
​・共通部分、和集合、補集合(3)​
​・命題と集合(6)​

​【知】集合と命題に関する基本的な概念を​
​理解することができる。​
​【思】集合の考えを用いて論理的に考察​
​し、簡単な命題を証明することができる。​
​【態】粘り強く考え数学的論拠に基づいて​
​判断しようとしている。​

​【知】単元テスト​
​　　　レポート​
​【思】単元テスト​
​　　　レポート​
​【態】レポート​
​　　　振り返りの記録​

​１​
​２​
​３​

​21​ ​☆第５章　データの分析​
​・データの整理(1)​
​・データの代表値(2)​
​・データの散らばり(6)​
​・データの相関(2)​
​・相関係数(4)​
​・仮説検定の考え方(2)​
​・課題学習(4)​

​【知】分散、標準偏差、散布図及び相関係​
​数の意味やその用い方を理解すること。​
​【知】コンピュータなどの情報機器を用い​
​るなどして、データや表やグラフに整理し​
​たり、分散や標準偏差などの基本的な統計​
​量を求めたりすることができる。​
​【知】具体的な事象において仮説検定の考​
​え方を理解することができる。​
​【思】データの散らばり具合や傾向を数値​
​化する方法を考察することができる。​
​【思】目的に応じて複数の種類のデータを​
​収取し、適切な統計量やグラフ、手法など​
​を選択して分析を行い、データの傾向を把​
​握して事象の特徴を表現することができ​
​る。​
​【思】不確実な事象の起こりやすさに着目​
​し、主張の妥当性について、実験などを通​
​して判断したり、批判的に考察したりする​
​ことができる。​
​【態】日常の事象や社会の事象の特徴を​
​データの分析を通して表現しようとしてい​
​る。​
​【態】日常の問題の解決に向けて、数学的​
​活動を通して問題を解決しようとしてい​
​る。​

​【知】単元テスト​
​　　　レポート​
​【思】単元テスト​
​　　　レポート​
​【態】レポート​
​　　　振り返りの記録​

18



​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​理科​ ​科学と人間生活​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​髙田　駿​

​使用教科書​ ​改訂　科学と人間生活（第一学習社）​
​使用副教材​ ​ネオパルノート　科学と人間生活​
​科目の目標​ ​自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を​

​行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を​
​次のとおり育成することを目指す。​

​学習の​
​到達目標​

​１．自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活との関わりについての理解を深​
​め、科学的に探究するために必要な観察、実験などを実施することができる。​

​２．観察，実験などを行い、人間生活と関連付けて科学的に探究することができる。​
​３．自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究することができる。​

​学習の​
​留意点​

​１．授業プリント・ワークシート等を忘れずに記入する。​
​２．観察・実験の時間では特にしっかり話を聞き、勝手に行動をとらない。​
​３．忘れ物等の報告は授業前に行う。​

​評価規準​
​及び​
​評価配分​

​【知識・技能】​
​自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探​
​究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けてい​
​る。​
​【思考・判断・表現】​
​自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた​
​結果を分析して解釈し、表現するなど、 科学的に探究している。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に​
​探究しようとしている 。​
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​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​ ​５​ ​オリエンテーション​
​序章　科学と技術の発展​
​　人間生活の歴史​

​【知】科学技術の起源から現​
​在に至るまでの発展過​
​程を知り、今日の人間​
​生活にどのように貢献​
​してきたか理解してい​
​る。​

​【思】科学技術の起源から現​
​在に至るまでの発展過​
​程を知り、人間生活と​
​の関わりについて科学​
​的に考察し、表現して​
​いる。​

​【態】科学技術に主体的に関​
​わり、見通しをもった​
​り振り返ったりするな​
​ど、​ ​科​​学​​的​​に​​探​​究​​し​​よ​
​うとしている 。​

​【知】単元テストにより、​
​　　　基本的な知識・技能​
​　　　が身についているか​
​　　　どうかを評価しま　​
​　　　す。​

​【思】単元テストにより、​
​多面的に考察した​
​り、判断する力を評​
​価します。また、レ​
​ポート等にまとめる​
​などの表現力を評価​
​します。​

​【態】小テスト、ワークや​
​課題への取組状況等​
​を総合的に評価しま​
​す。​

​５​
​～​
​７​

​1​
​8​

​1章　物質の化学​
​　１節　材料とその利用​
​　２節　衣料と食品​

​【知】身近な材料や衣料品、​
​食品についての概念や​
​原理・法則などを関連​
​付けて理解していると​
​ともに、科学的に探究​
​するために必要な観​
​察、実験などに関する​
​基本操作や記録などの​
​技能を身に付けてい​
​る。​

​【思】身近な材料や衣料品、​
​食品についての問題を​
​見いだし、見通しを​
​もって観察、実験など​
​を行い、人間生活と関​
​連付けて、科学的に探​
​究し、表現している。​

​【態】身近な材料や衣料品、​
​食品についての主体的​
​に関わり、見通しを​
​もったり振り返ったり​
​す​​る​​な​​ど、​ ​科​​学​​的​​に​​探​
​究しようとしている 。​

​８​
​～​
​1​
​0​

​1​
​6​

​2章　生命の科学​
​　１節　ヒトの生命現象​
​　２節　微生物とその利用​

​【知】ヒトの生命現象や微生​
​物に関する、概念や原​
​理・法則などを関連付​
​けて理解しているとと​
​もに、科学的に探究す​
​るために必要な観察、​
​実験などに関する基本​
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​操作や記録などの技能​
​を身に付けている。​

​【思】ヒトの生命現象や微生​
​物に関する問題を見い​
​だし、見通しをもって​
​観察、実験などを行​
​い、人間生活と関連付​
​けて、科学的に探究​
​し、表現している。​

​【態】ヒトの生命現象や微生​
​物に主体的に関わり、​
​見通しをもったり振り​
​返っ​​た​​り​​す​​る​​な​​ど、​ ​科​
​学的に探究しようとし​
​ている 。​

​1​
​0​
​～​
​1​
​2​

​1​
​4​

​3章　熱や光の科学​
​　１節　熱の性質とその利用​
​　２節　光の性質とその利用​

​【知】“光を中心とした電磁波​
​の性質とその利用”、“熱​
​の性質、エネルギーの​
​変換と利用及び有効利​
​用”について概念や原​
​理・法則などを関連付​
​けて理解しているとと​
​もに、科学的に探究す​
​るために必要な観察、​
​実験などに関する基本​
​操作や記録などの技能​
​を身に付けている。​

​【思】“光を中心とした電磁波​
​の性質とその利用”、“熱​
​の性質、エネルギーの​
​変換と利用及び有効利​
​用”について問題を見い​
​だし、見通しをもって​
​観察、実験などを行​
​い、人間生活と関連付​
​けて、科学的に探究​
​し、表現している。​

​【態】“光を中心とした電磁波​
​の性質とその利用”、“熱​
​の性質、エネルギーの​
​変換と利用及び有効利​
​用”について主体的に関​
​わり、見通しをもった​
​り振り返ったりするな​
​ど、​ ​科​​学​​的​​に​​探​​究​​し​​よ​
​うとしている 。​

​１​
​～​
​２​

​1​
​4​

​4章　宇宙や地球の科学​
​　１節　自然景観と自然災害​
​　２節　太陽と地球​

​【知】天体や自然景観と自然​
​災害に関する概念や原​
​理・法則などを関連付​
​けて理解しているとと​
​もに、科学的に探究す​
​るために必要な観察、​
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​実験などに関する基本​
​操作や記録などの技能​
​を身に付けている。​

​【思】天体や自然景観と自然​
​災害に関する問題を見​
​いだし、見通しをもっ​
​て観察、実験などを行​
​い、人間生活と関連付​
​けて、科学的に探究​
​し、表現している。​

​【態】天体や自然景観と自然​
​災害に関する主体的に​
​関わり、見通しをもっ​
​たり振り返ったりする​
​な​​ど、​ ​科​​学​​的​​に​​探​​究​​し​
​ようとしている 。​

​３​ ​４​ ​終章　これからの科学と人間生活​ ​【知】これからの科学と人間​
​生活との関わり方につ​
​いて、概念や原理・法​
​則などを、これまでに​
​理解した内容から導き​
​出している。​

​【思】これからの科学と人間​
​生活との関わり方につ​
​いて、問題を見いだし​
​ている。​

​【態】これからの科学と人間​
​生活との関わり方につ​
​いて、主体的に活動​
​し、見通しをもったり​
​振り返ったりするな​
​ど、​ ​科​​学​​的​​に​​探​​究​​し​​よ​
​うとしている 。​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​保健体育​ ​体育​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​長野　和真​

​使用教科書​ ​現代高等保健体育​
​使用副教材​ ​ステップアップ高校スポーツ​
​教科の目標​ ​　体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通​

​して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、​
​自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。​

​学習の​
​到達目標​

​(1)​ ​運​​動​​の​​合​​理​​的​​な​​実​​践​​を​​通​​し​​て、​​運​​動​​の​​楽​​し​​さ​​や​​喜​​び​​を​​味​​わ​​い、​​生​​涯​​に​​わ​​たっ​​て​​運​​動​​を​​豊​​か​
​に実践することができるようにするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、​
​基本的な技能を身に付けている。​

​(2)​ ​生​​涯​​に​​わ​​たっ​​て​​運​​動​​を​​豊​​か​​に​​継​​続​​す​​る​​た​​め​​の​​課​​題​​を​​発​​見​​し、​​合​​理​​的、​​計​​画​​的​​な​​解​​決​​に​​向​​け​
​て思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養っている。​

​(3)​ ​運​​動​​に​​お​​け​​る​​競​​争​​や​​協​​働​​の​​経​​験​​を​​通​​し​​て、​​公​​正​​に​​取​​り​​組​​む、​​互​​い​​に​​協​​力​​す​​る、​​自​​己​​の​​責​​任​
​んを果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるととも​
​に、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養っている。​

​評価規準​
​及び​
​評価配分​

​【知識及び技能】​
​１　体の動かし方や用具の操作方法などの具体的な知識と運動の実践を通して、多様な楽しみ​

​方を共有している。​
​２　各領域の特性や魅力に応じた楽しさや喜びを深く味わうとともに、各領域に応じた技​
​　能や攻防ができる。​
​【思考力・判断力・表現力等】​
​　自他の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、考えたこと​
​を他者に伝えている。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​　公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切​
​にしようとする意欲を持っており、健康・安全を確保している。​

​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​ ​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価の観点​ ​評価規準​ ​評価方法​​知​ ​思​ ​態​

​４​

​６​

​体つくり運動​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​【​​知】仲間と自主的に関わっている。体​
​力の向上を図るための運動の計画を立てて​
​いる。​
​【思】課題を発見し、コミュニケーション​
​を図っている。​
​【態】ルールを守り、互いに助け合い教え​
​合っている。​

​活動観察​

​５​

​４​

​体育理論​

​体つくり運動​
​〇​

​【知】現代スポーツの発展について理解し​
​ている。​
​【​​知】仲間と自主的に関わっている。体​
​力の向上を図るための運動の計画を立てて​
​いる。​

​活動観察​
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​５​
​・​
​６​

​８​
​器械運動（マット運動）​

​〇​ ​〇​

​【思】自己や相手の課題について分析し、​
​他者に伝えている。​
​【知】自己に適した技で演技している。​

​活動観察​
​スキルテスト​

​７​
​・​
​８​

​８​ ​サッカー​ ​〇​ ​〇​ ​〇​

​【知】ボール操作と連携した攻守を展開し​
​ている。​
​【思】共有場面において、自他の課題を発​
​見し、コミュニケーションを図っている。​
​【態】フェアプレイを大切にしている。。​

​活動観察​
​ワークシート​

​９​ ​６​ ​陸上競技​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​【知】各種目特有の技能を身に付けてい​
​る。​
​【思】記録を伸ばすために、自己分析し、​
​改善につなげている。​
​【態】自己の課題解決に向けて自主的に取​
​り組んでいる。​

​活動観察​
​スキルテスト​

​10​ ​８​ ​バスケットボール​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​【知】ボール操作と連携した攻守を展開し​
​ている。​
​【思】共有場面において、自他の課題を発​
​見し、コミュニケーションを図っている。​
​【態】フェアプレイを大切にしている。​

​活動観察​

​11​
​・​
​12​

​１０​ ​体育理論​
​バレーボール​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​【思】文化としてのスポーツの意義につい​
​て考えを伝えている。​
​【知】安定したボール操作をしている。​
​【思】共有場面において、自他の課題を発​
​見し、コミュニケーションを図っている。​
​【態】フェアプレイを大切にしている。​

​ワークシート​
​活動観察​
​スキルテスト​

​1​
​・​
​２​

​１２​ ​スキー​

​〇​ ​〇​

​【知】深めたい技能を選択し、取り組んで​
​いる。​
​【態】技能の向上を目指し取り組んでい​
​る。​

​活動観察​
​スキルテスト​

​3​ ​８​ ​体育理論​
​空手道​

​〇​ ​〇​

​【態】文化としてのスポーツの意義につい​
​て、主体的に考えを深めようとしている。​
​【知】空手道に関わる技能を身に付けよう​
​としている。​
​【態】武道の礼法・作法などの伝統的行動​
​を大切にしている。​

​ワークシート​
​活動観察​
​スキルテスト​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​保健体育​ ​保健​ ​１​ ​必修​ ​１​ ​長野　和真​

​使用教科書​ ​現代高等保健体育　​

​使用副教材​ ​現代高等保健体育ノート​

​科目の目標​
​　保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々​
​が自らの健康や環境を適切に管理し、改善いていくための資質・能力を育成する。​

​学習の​
​到達目標​

​(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付ける。​
​(2) 健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、​
​目的や状況に応じて他者に伝える力を養っている。​

​(3)​ ​生​​涯​​を​​通​​じ​​て​​自​​他​​の​​健​​康​​の​​保​​持​​増​​進​​や​​そ​​れ​​を​​支​​え​​る​​環​​境​​づ​​く​​り​​を​​目​​指​​し、​​明​​る​​く​​豊​​か​​で​​活​​力​​あ​​る​​生​​活​
​を営む態度を養っている。​

​学習の​
​留意点​ ​(1) 課題解決に向けて実生活と結びつけて考察する。​

​(2) 理解したことを表現する。​

​評価規準​
​及び​
​評価配分​

​【知識・技能】​
​　現代社会と健康について理解を深め、その内容に関わる技能を身に付けている。​

​【思考・判断・表現】​
​　健康に関する原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断するとともに、それらを表現している。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​健康の保持増進の視点を持ち、現在及び将来の生活を健康で明るく豊かなものにすることを目指し​

​て、取り組んでいる。​

​年間学習計画​
​評価の観点（Ａ：知識・技能　Ｂ：思考力・判断力・表現力　Ｃ：主体的に学習に取り組む態度）​

​月​ ​時数​ ​単元・学習内容​ ​評価の観点​ ​評価規準​ ​評価方法​
​Ａ​ ​Ｂ​ ​Ｃ​

​４​ ​２​ ​１．健康の考えと成り立​
​ち​

​２．私たちの健康のすが​
​た​ ​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　我が国の健康課題について、理解している。​
​Ｂ　健康の考え方について、個人及び社会生活と​

​関連づけたりして、自他や社会の課題を発見し​
​ている。​

​Ｃ　健康の考え方について、課題の解決に向けた​
​学習に主体的に取り組もうとしている。​

​観察​
​ワークシート​
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​５​ ​３​ ​３．生活習慣病の予防と​
​回復​
​４．がんの原因と予防​

​５．がんの治療と回復​ ​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　生活習慣病やがんなどの予防と回復につい​
​て、どのような対策が必要か理解している。​

​Ｂ　生活習慣病やがんなどの予防と回復につい​
​て、個人及び社会生活と関連づけたりして、自​
​他や社会の課題を発見している。​

​Ｃ　生活習慣病やがんなどの予防と回復につい​
​て、課題の解決に向けた学習に主体的に取り組​
​もうとしている。​

​観察​
​ワークシート​

​６​ ​３​ ​６．運動と健康​

​７．食事と健康​

​８．休養・睡眠と健康​
​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　健康からみた運動の意義を学び、積極的に運​
​動に関わろうとしている。​

​Ｂ　健康に望ましい食生活の在り方を考え、理解​
​したことを発言したり、記述している。​

​Ｃ　自身の生活習慣の課題を考え、休養や睡眠へ​
​の改善策を考えている。​

​観察​
​ワークシート​

​７​ ​３​ ​９．喫煙と健康​

​１０. 飲酒と健康​

​１１．薬物乱用と健康​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　薬物乱用防止のためには、個人への対策と社​
​会環境への対策が必要なことについて理解して​
​いる。​

​Ｂ　喫煙の対策として、社会環境の整備が進んで​
​いる要因や課題を見つけ説明している。​

​Ｃ　正しくアルコールと付き合う方法について主​
​体的に考えている。​

​観察​
​ワークシート​

​８​ ​３​ ​１２.精神疾患の特徴​

​１３.精神疾患の予防​

​１４.精神疾患からの回復​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　精神疾患について、正しく理解するととも​
​に、発病の要因や主な症状について説明でき​
​る。​

​Ｂ　精神疾患の予防と回復について、個人及び社​
​会生活と関連づけたりして、自他や社会の課題​
​を発見している。​

​Ｃ　精神疾患の予防と回復について、課題の解決​
​に向けた学習に主体的に取り組もうとしてい​
​る。​

​観察​
​ワークシート​

​９​ ​６​ ​１５.現代の感染症​

​１６.感染症の予防​

​１７.性感染症・エイズと​
​その予防​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　感染症や性感染症・エイズについて、理解し​
​ている。​

​Ｂ　性情報の正しい知識を得るための方策につい​
​て考えている。​

​Ｃ　感染症予防の原則を踏まえ、実生活での生か​
​し方を主体的に考えている。​

​観察​
​ワークシート​
​授業内テスト​

​1​
​0​

​２​ ​１８．健康に関する意思​
​決定と行動選択​

​１９．健康に関する環境​
​づくり​ ​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　健康を保持増進するための意志決定・行動選​
​択について、理解している。​

​Ｂ　健康の考え方について、個人及び社会生活と​
​関連づけたりして、自他や社会の課題を発見し​
​ている。​

​Ｃ　健康の考え方について、課題の解決に向けた​
​学習に主体的に取り組もうとしている。​

​観察​
​ワークシート​
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​11​ ​３​ ​２０．交通事故の現状と​
​発生要因​

​２１．安全な社会の形成​

​２２．交通における安全​ ​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　交通事故の要因について理解している。​

​Ｂ　安全な社会について、個人及び社会生活と関​
​連づけたりして、自他や社会の課題を発見して​
​いる。​

​Ｃ　安全な社会について、課題の解決に向けた学​
​習に主体的に取り組もうとしている。​

​観察​
​ワークシート​

​1​
​2​

​１０​ ​２３. 応急手当の意義とそ​
​の基本​

​２４．日常的な応急手当​

​２５．心肺蘇生法​

​〇​ ​〇​ ​〇​

​Ａ　心肺蘇生法の手順を理解している。​

​Ｂ　応急手当の意義を学び、その必要性について​
​考えたことを表現している。​

​Ｃ　応急手当について、課題の解決に向けた学習​
​に主体的に取り組もうとしている。​

​観察​
​ワークシート​

​１​ ​観察​
​ワークシート​

​２​ ​観察​
​ワークシート​
​授業内テスト​

​３​ ​観察​
​ワークシート​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​芸術​ ​書道Ⅰ​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​足立　大知​

​使用教科書​ ​書道Ⅰ（東京書籍）​
​使用副教材​ ​なし​
​科目の目標​ ​書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文字​

​や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。​
​(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の向​

​上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的な技能を身に付けるよ​
​うにする。​

​(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の伝​
​統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができるようにす​
​る。​

​(3)​ ​主​​体​​的​​に​​書​​の​​幅​​広​​い​​活​​動​​に​​取​​り​​組​​み​​，​​生​​涯​​に​​わ​​た​​り​​書​​を​​愛​​好​​す​​る​​心​​情​​を​​育​​む​​と​​と​​も​​に​
​，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造して​
​いく態度を養う。​

​学習の​
​到達目標​

​(1)​ ​臨​​書​​活​​動​​を​​通​​し​​て、​​古​​典​​を​​自​​分​​な​​り​​に​​解​​釈​​し、​​様々​​な​​観​​点​​か​​ら​​工​​夫​​し​​て​​表​​現​​す​​る​​こ​​と​
​が出来る。​

​(2) 実生活や実社会において，文字や書が果たす役割を理解することができる。​
​(3)創作活動を通して、探究的でかつ創造的な態度を養うことができる。​
​(4)作品の価値とその根拠を自身の言葉で説明することができる。​

​学習の​
​留意点​

​(1) 墨や筆などの道具を，正しく扱ったり手入れを行ったりすること。​
​(2) 何度も工夫や試行錯誤を繰り返して，作品を完成させること。​
​(3) 創作活動をするにあたり，自分の考えや創作の意図を持つこと。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​　書の伝統に基づき，作品を効果的に表現するために必要な技能を身につけている。​

​【思考・判断・表現】​
​　書の良さや美しさを感じて，意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫して​
​いる。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​書の伝統と文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造的活動に取り組もうとしてい​
​る。​
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​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​ ​６​ ​書写から書道へ​
​□書写で学んできたこと​
​□書道で学ぶこと​
​□用具・用材​
​□姿勢・執筆法​

​表現​
​【知】書写能力を向上させるために，姿勢​

​や執筆法（持ち方）などの基本的事項​
​を身につけている。​

​【態】表現技法の基礎・基本を身につけ，​
​書写能力の向上に努めている。​

​表現​
​【知】ワークシート​
​　　　活動観察​

​【態】活動観察​

​５​
​～​
​８​

​25​ ​毛筆の基本（楷書の用筆法・結構法）​
​　基本点画Ⅰ（横画・縦画・点）​
​　基本点画Ⅱ（転折・はらい）​
​　基本点画Ⅲ（そり・曲がり）​
​　基本点画Ⅳ（永字八法）​

​漢字の書（楷書）​
​　臨書「九成宮醴泉名（清泉）」​
​　臨書「孔子廟堂碑（大道）」​
​　臨書「雁塔聖教序（無形）」​
​　臨書「自書告身（制度）」​
​　臨書「九成宮醴泉名（海内終以）」​
​　臨書「九成宮醴泉名（文徳懐遠）」​
​　鑑賞「書風の比較」（教p.110）​

​漢字の書（行書）​
​　臨書「蘭亭序（永和）」​
​　臨書「争坐位文稿（開国）」​
​　臨書「風信帖（風信雲書）」​

​漢字の書（草書）​
​　臨書「真草千字文（仁慈）」​

​表現​
​【知】古典に基づく書体や書風と用筆・運​

​筆を理解している。​

​【知】古典に基づく基本的な用筆・運筆の​
​技能を身につけている。​

​【態】主体的に漢字の書の幅広い学習活動​
​に取り組もうとしている。​

​鑑賞​
​【知】用筆・運筆から生み出される書の表​

​現性とその表現効果の関わりについて​
​理解している。​

​表現​
​【知】振り返りシート​

​【知】作品​

​【態】振り返りシート​
​　　　活動観察​

​鑑賞​
​【知】鑑賞ワークシート​

​９​
​～​
​11​

​10​ ​漢字の書（隷書）​
​□臨書「曹全碑」​

​表現​
​【知】用具の特性を生かした表現効果を理​

​解し，表現に応じた用具を選択してい​
​る。​

​【態】表現技法の基礎・基本を身につけ，​
​書写能力の向上に努めている。​

​表現​
​【知】ワークシート​
​　　　活動観察​

​【態】活動観察​

​11​ ​６​ ​仮名の書​
​　仮名の成立​
​　臨書「仮名の単体」​
​　鑑賞「仮名の書の全体構成」​
​　鑑賞「書の美や風趣を味わおう」​
​□鑑賞「百人一首の変体仮名」​

​鑑賞​
​【知】日本及び中国などの文字の伝統と文​

​化について理解している。​

​鑑賞​
​【知】鑑賞ワークシート​
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​12​ ​８​ ​漢字仮名交じりの書​
​　鑑賞「表現を比べよう」​
​　線による表現の広がり​
​　用具・用材による表現と紙面構成​

​　​​手紙​
​　　・手紙のマナーを学ぼう​
​　　・封筒をマナーに沿って書こう​

​　年賀状の創作​
​　　​​・年賀状のマナーを学ぼう​
​　　・年賀状のデザインを考えよう​
​　　・年賀状を書で表現しよう​
​　　・鑑賞「年賀状」​

​表現​
​【知】目的や意図に即した効果的な表現の​
​技能を身につけている。​

​【思】目的や意図に基づき，字形，文字の​
​大きさ、全体の構成について構想し工夫し​
​ている。​

​【態】主体的に漢字仮名交じりの書の幅広​
​い学習活動に取り組もうとしている。​

​鑑賞​
​【知】書の鑑賞の方法や形態について，理​
​解している。​

​【思】生活や社会における書の効用につい​
​て考え，書の良さや美しさを味わってとら​
​えている。​

​【態】主体的に幅広い鑑賞の学習活動に取​
​り組もうとしている。​

​表現​
​【知】構想シート​
​　　　作品​

​【思】構想シート​
​　　　作品​

​【態】振り返りシート​
​　　　活動観察​

​鑑賞​
​【知】鑑賞ワークシート​

​【思】鑑賞ワークシート​

​【態】振り返りシート​
​　　　活動観察​

​１​
​・​
​２​

​10​ ​　​​今年の目標​
​　　・今年の目標と構成を考えよう​
​　　・今年の目標を書で表現しよう​
​　　・鑑賞「今年の目標を比べよう」​

​　寒中見舞いの創作​
​　　・寒中見舞いのマナーを学ぼう​
​　　・寒中見舞いのデザインを考えよう​
​　　・寒中見舞いを書で表現しよう​

​　​​好きな歌詞を書で表現​
​　　・構成を考えよう​
​　　・鑑賞「構成段階のデザイン」，再構​
​成​
​　　・書で表現しよう①​
​　　・鑑賞①「好きな歌詞の表現」​
​　　・書で表現しよう②​
​　　・鑑賞②「好きな歌詞の表現​

​３​ ​５​ ​　​​履歴書​
​　　・自己分析（長所，短所，資格，趣味​
​等）​
​　　・会社のパンフレットや求人票の分析​
​　　・履歴書を書こう​

​　​​今年度の漢字​
​　　・漢字決めと表現の仕方を考える​
​　　・書で表現​
​　　・鑑賞「今年度の漢字」​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​外国語​ ​英語コミュニケーションⅠ​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​川本　璃音​

​使用教科書​ ​COMET English Communication I（数研出版）​
​使用副教材​ ​COMET基本文法定着ドリル１　コーパス1800　アクシスジーニアス英和辞典​
​科目の目標​ ​英語学習の特質を踏まえ，以下に示す,聞くこと、読むこと，話すこと［やり取り］、話すこと［発​

​表］、書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，第１款の(1)及び(2)に示​
​す資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して、第１款の(3)に示す資質・能力を育成す​
​る。​
​(1) 聞くこと​
​ア　日常的な話題について,話される速さや,使用される語句や文,情報量などにおいて,多くの支援を活用​
​すれば,必要な情報を聞き取り,話し手の意図を把握することができるようにする。​
​イ　社会的な話題について,話される速さや,使用される語句や文,情報量などにおいて,多くの支援を活用​
​すれば,必要な情報を聞き取り,概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。​
​(2) 読むこと​
​ア　日常的な話題について,使用される語句や文,情報量などにおいて,多くの支援を活用すれば,必要な情​
​報を読み取り,書き手の意図を把握することができるようにする。​
​イ　社会的な話題について,使用される語句や文,情報量などにおいて,多くの支援を活用すれば,必要な情​
​報を読み取り,概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。​
​(3) 話すこと［やり取り］​
​ア　日常的な話題について,使用する語句や文,対話の展開などにおいて,多くの支援を活用すれば,基本的​
​な語句や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることができるようにす​
​る。​
​イ　社会的な話題について,使用する語句や文,対話の展開などにおいて,多くの支援を活用すれば,聞いた​
​り読んだりしたことを基に,基本的な語句や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性に注意して話し​
​て伝え合うことができるようにする。​
​(4)話すこと［発表］​
​ア　日常的な話題について強いようする語句や文事前の準備などにおいて多くの支援を活用すれば基本​
​的な語句や文を用いて情報や考え気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることができるようにす​
​る。​
​イ　社会的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,多くの支援を活用すれば,聞いた​
​り読んだりしたことを基に,基本的な語句や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性に注意して話し​
​て伝えることができるようにする。​
​(5)書くこと​
​ア　日常的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,多くの支援を活用すれば,基本的​
​な語句や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるように​
​する。​
​イ　社会的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,多くの支援を活用すれば,読んだ​
​り聞いたりしたことを基に,基本的な語句や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性に注意して文章​
​を書いて伝えることができるようにする。​

​学習の​
​到達目標​

​(1)​ ​外​​国​​語​​の​​音​​声​​や​​基​​本​​的​​な​​語​​彙​​，​​表​​現​​，​​文​​法​​，​​言​​語​​の​​働​​き​​な​​ど​​の​​理​​解​​を​​深​​め、​​実​​際​​の​​コ​​ミュ​​ニ​​ケー​​ショ​
​ンにおいて活用できる技能を身に付ける。​

​(2)​ ​日​​常​​的​​な​​話​​題​​や​​社​​会​​的​​な​​話​​題​​の​​コ​​ミュ​​ニ​​ケー​​ショ​​ン​​に​​お​​い​​て​​，​​外​​国​​語​​で​​情​​報​​や​​考​​え​​な​​ど​​の​​概​​要​​や​​要​​点​
​，詳細，話し手や書き手の意図などを理解したり，これらを活用して表現したり伝え合ったりするこ​
​とができる。​

​(3)​ ​外​​国​​語​​の​​背​​景​​に​​あ​​る​​文​​化​​に​​対​​す​​る​​理​​解​​を​​深​​め​​，​​聞​​き​​手​​，​​読​​み​​手​​，​​話​​し​​手​​，​​書​​き​​手​​に​​配​​慮​​し​​な​​が​​ら​​，​​主​
​体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする。​

​学習の​
​留意点​

​(1) 英語コミュニケーションⅠ専用のファイルまたはノートを用意し、毎時間持参すること。​
​(2) 授業中は英語を使ってコミュニケーションをとること。​
​(3) ＡＬＴとの授業では積極的にＡＬＴとコミュニケーションをとること。​
​(4) 分からないところは授業中もしくは授業終わりに質問するなどして理解を深めること。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどについて理解を深めている。​
​・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書く​
​ことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能​
​を身に付けている。​
​【思考・判断・表現】​
​コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外​
​国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを​
​活用して適切に表現したり伝え合ったりしている。​
​【主体的に学習に取り組む態度】​
​外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体​
​的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。​
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​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　​​　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​

​◎＝主領域　（〇＝副領域）​
​評価規準​

​◎＝主領域　（〇＝副領域）​ ​評価方法​

​４​
​５​

​７​ ​Get Ready! ①～④​
​［題材内容］​
​・好きなことについて質問したり答えたり​
​する。​
​［領域］​
​◎話すこと［やり取り］のア​
​［文法］​
​・be動詞、一般動詞​
​・否定文、疑問文​

​◎話すこと［やり取り］​
​【知】好きなことを話して伝え合うために​
​必要となる表現を理解し、好きなことを話​
​して伝え合う技能を身に付けている。​
​【思】好きなことを相手によりよく理解し​
​てもらえるように、具体例などを付け加え​
​て伝えている。​
​【態】好きなことを相手によりよく理解し​
​てもらえるように、身振り手振りなど工夫​
​して伝えようとしている。​

​◎話すこと［やり取り］​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト​

​【思】パフォーマンステス​
​ト​

​【態】パフォーマンステス​
​ト、振り返りの記述、活動​
​の観察​

​５​ ​10​ ​Lesson 01 What Did You Do in Japan?​
​［題材内容］​
​・海外からの旅行者の日本での経験を知​
​る。​
​・自分の思い出に残る経験について、考え​
​をまとめて書く。​

​［領域］​
​◎書くことのア​
​〇読むことのア​
​［文法］​
​・過去形​

​◎書くこと​
​【知】自分の思い出に残る経験について伝​
​えるために必要となる語彙や表現、過去形​
​の表現を理解し、それを活用して書いて伝​
​える技能を身に付けている。​
​【思】自分の思い出に残る経験について、​
​情報や考え、気持ちなどを書いて伝えてい​
​る。​
​【態】自分の思い出に残る経験について、​
​情報や考え、気持ちなどを書いて伝えよう​
​としている。​
​○読むこと​
​【知】思い出についての文章を読み取るた​
​めに必要となる過去形の表現を理解し、本​
​文を読み取る技能を身に付けている。​
​【思】自分の思い出について伝えるため​
​に、経験についての文章を読んで、概要や​
​要点を捉えている。​
​【態】自分の思い出について伝えるため​
​に、経験ついての文章を読んで、概要や要​
​点を捉えようとしている。​

​◎書くこと​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト​

​【思】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト​
​【態】振り返りの記述、活​
​動の観察​

​〇読むこと​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、活動の観察​

​【思】活動の観察​

​【態】パフォーマンステス​
​ト、振り返りの記述、活動​
​の観察​

​５​ ​２​ ​単元テスト、振り返り​
​６​
​７​
​８​

​10​ ​Lesson 02 When Do you Feel Happy?​
​Activity 01 Pronounce It!​
​［題材内容］​
​・趣味に関する発表を聞く。​
​・自分の趣味について発表する。​
​［領域］​
​◎話すこと［発表］のア​
​〇聞くことのア​
​［文法］​
​・進行形​
​・接続詞when​

​◎話すこと［発表］​
​【知】自分の趣味を話して伝えるために必​
​要となる現在進行形の表現について理解​
​し、自分の趣味を話して伝える技能を身に​
​付けている。また、英語らしく読むために​
​必要な知識を理解し、実際に話す技能を身​
​に付けている。​
​【思】自分の趣味について相手の興味を引​
​くように表現を工夫して伝えている。​
​【態】自分の趣味について相手の興味を引​
​くように話し方を工夫して伝えようとして​
​いる。また、英語らしく読むために繰り返​
​し練習をするなどの工夫をしている。​
​○聞くこと​
​【知】趣味に関するやりとりを聞き取るた​
​めに必要となる現在進行形の表現を理解​
​し、本文を聞き取る技能を身に付けてい​
​る。​
​【思】自分の趣味について発表するため​
​に、趣味に関するやり取りを聞いて、概要​
​や要点を捉えている。​

​◎話すこと［発表］​
​【知】パフォーマンステス​
​ト​

​【思】パフォーマンステス​
​ト、活動の観察​

​【態】振り返りの記述・活​
​動の観察​

​○聞くこと​
​【知】活動の観察​

​【思】活動の観察​
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​【態】自分の趣味について発表するため​
​に、趣味に関するやり取りを聞いて、概要​
​や要点を捉えようとしている。​

​【態】パフォーマンステス​
​ト・振り返りの記述・活動​
​の観察​

​９​ ​２​ ​単元テスト、振り返り​
​９​
​10​
​11​

​10​ ​Lesson 03​​Onigiri​​Goes overseas​
​［題材内容］​
​・海外でのおにぎりの人気について知る。​
​・紹介したい日本文化について、考えをま​
​とめて書く。​
​［領域］​
​◎書くことのア​
​〇読むことのイ​

​［文法］​
​・助動詞​

​◎書くこと​
​【知】日本文化について伝えるために必要​
​となる助動詞の表現について理解し、日本​
​文化について書いて伝える技能を身に付け​
​ている。​
​【思】日本文化について読み手に伝わるよ​
​うな表現で書いて伝えている。​

​【態】日本文化について読み手に伝わるよ​
​うな表現で書いて伝えようとしている。​

​○読むこと​
​【知】世界の文化について読み取るために​
​必要となる助動詞の表現について理解し、​
​読み取る技能を身に付けている。​
​【思】日本文化について紹介するために、​
​世界の文化について書かれた説明文を読ん​
​で、概要や要点を捉えている。​
​【態】日本文化について紹介するために、​
​世界の文化について書かれた説明文を読ん​
​で、概要や要点を捉えようとしている。​

​◎書くこと​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​

​【思】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​
​【態】パフォーマンステス​
​ト、振り返りの記述・活動​
​の観察​
​○読むこと​
​【知】単元テスト​

​【思】単元テスト​

​【態】振り返りの記述・活​
​動の観察​

​11​ ​２​ ​単元テスト、振り返り​
​12​
​１​

​10​ ​Lesson 04 Pictograms​
​［題材内容］​
​・ピクトグラムについて知る。​
​・ピクトグラムについて読んだり聞いたり​
​したことをまとめて発表する。​
​［領域］​
​◎話すこと［発表］のイ​
​〇読むことのイ​
​［文法］​
​・助動詞​

​◎話すこと［発表］​
​【知】ピクトグラムについて発表するため​
​に必要となる不定詞の表現について理解​
​し、ピクトグラムについて発表する技能を​
​身に付けている。​
​【思】ピクトグラムについて分かりやすく​
​伝えるために必要な表現を使って発表して​
​いる。​
​【態】ピクトグラムについて分かりやすく​
​伝えるために工夫して発表しようとしてい​
​る。​
​○読むこと​
​【知】ピクトグラムについての説明文を読​
​み取るために必要となる不定詞の表現につ​
​いて理解し、読み取る技能を身に付けてい​
​る。​
​【思】ピクトグラムについて話し合うため​
​に、ピクトグラムについて書かれた説明文​
​を読んで、概要や要点を捉えている。​
​【態】ピクトグラムについて話し合うため​
​に、ピクトグラムについて書かれた説明文​
​を読んで、概要や要点を捉えようとしてい​
​る。​

​◎話すこと［発表］​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​

​【思】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​
​【態】振り返りの記述・活​
​動の観察​
​○読むこと​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​
​【思】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​
​【態】パフォーマンステス​
​ト、振り返りの記述、活動​
​の観察​

​２​ ​10​ ​Lesson​ ​05​ ​Morita​ ​Yuko:​ ​Hospital​ ​Facility​
​Dog Handler​
​［題材内容］​
​・職業に関するインタビューを聞く。​
​・自分が興味をもった職業について、考え​
​をまとめて書く。​
​［領域］​
​◎書くことのア​
​〇聞くことのイ​

​◎書くこと​
​【知】興味のある職業について書くために​
​必要な動名詞の表現について理解し、興味​
​のある職業について書いて伝える技能を身​
​に付けている。​
​【思】興味のある職業について読み手に伝​
​わりやすい表現で書いている。​

​◎書くこと​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​

​【思】パフォーマンステス​
​ト、単元テスト、活動の観​
​察​
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​［文法］​
​・動名詞​

​【態】興味のある職業に就いて読み手に伝​
​わりやすいように工夫して書こうとしてい​
​る。​
​○聞くこと​
​【知】職業に関するインタビューを聞き取​
​るために必要な動名詞の表現について理解​
​し、職業に関するインタビューを聞き取る​
​技能を身に付けている。​
​【思】興味のある職業について書くため​
​に、職業に関するインタビューを聞いて概​
​要や要点を捉えている。​
​【態】興味のある職業について書くため​
​に、職業に関するインタビューを聞いて概​
​要や要点を捉えようとしている。​

​【態】振り返りの記述、活​
​動の観察​
​○聞くこと​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、活動の観察​

​【思】パフォーマンステス​
​ト、活動の観察​

​【態】パフォーマンステス​
​ト、振り返りの記述、活動​
​の観察​

​２​ ​２​ ​単元テスト、振り返り​
​３​ ​５​ ​Activity 02 T-shirts for Our Class!​

​［題材内容］​
​・クラスＴシャツをクラスメートにプレゼ​
​ンテーションする。​
​［領域］​
​◎話すこと［発表］のア​

​◎話すこと［発表］​
​【知】クラスＴシャツをクラスメートにプ​
​レゼンテーションするために必要な語彙や​
​表現、文法事項を理解し、プレゼンテー​
​ションする技能を身に付けている。​
​【思】クラスＴシャツをクラスメートにプ​
​レゼンテーションする際の表現を工夫して​
​いる。​
​【態】クラスＴシャツをクラスメートにプ​
​レゼンテーションする際の表現や身振り手​
​ぶりなどを工夫しようとしている。​

​◎話すこと［やり取り］​
​【知】パフォーマンステス​
​ト、活動の観察​

​【思】パフォーマンステス​
​ト、活動の観察​

​【態】パフォーマンステス​
​ト、振り返りの記述、活動​
​の観察​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​家庭科​ ​家庭基礎​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​川本・髙田​

​使用教科書​ ​家庭基礎　自立・共生・創造​
​使用副教材​ ​なし​
​科目の目標​ ​生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働​

​し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を​
​次のとおり育成することを目指す。​
​(1)人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために​
​必要な基礎的案理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。​
​(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を​
​評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解​
​決する力を養う。​
​(3)様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家​
​庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。​

​学習の​
​到達目標​

​(1)​ ​人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むため​
​に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けている。​

​(2)​ ​家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践​
​を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解​
​決する力が養われている。​

​(3)​ ​様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分​
​や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度が養われている。​

​学習の​
​留意点​

​(1)教科書やノート等を用意し、毎時間持参すること。​
​(2) 忘れ物をした際は、授業が始まる前に教科担当に報告すること。​
​(3)授業内の活動に意欲的に取り組み、分からないところは授業中もしくは授業終わりに質問するなどし​
​て理解を深めること。​
​(4)定期考査は実施しないため、ワークシートの記述や小テストに意欲的に取り組むこと。​

​評価規準​ ​【知識・技能】​
​人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と社会との関わ​
​りについて理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて、生活を主体的に営むために必​
​要な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けている。​

​【思考・判断・表現】​
​家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評​
​価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して生活の課題を解決​
​する力が養われている。​
​【主体的に学習に取り組む態度】​
​様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家​
​庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度が養われている。​

​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​ ​６​ ​オリエンテーション​
​(1) 家族・社会との共生​
​　　生涯を見通す​
​　　人生を作る​

​【知】人の一生について、自己と他者、社​
​会との関わりから様々な生き方があること​
​を理解するとともに、自立した生活を営む​
​ために必要な情報の収集・整理を行い、生​
​涯を見通して、生活課題に対応し意思決定​
​をしていくことの重要性について理解を深​
​めている。​
​【思】生涯を見通した自己の生活について​
​主体的に考え、ライフスタイルと将来の家​
​庭生活及び職業生活について考察し、生活​
​設計を工夫している。​
​【態】自分や家庭、地域の生活を主体的に​
​創造しようとする実践的な態度が養われて​
​いる。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​５​ ​６​ ​(1) 家族・社会との共生​
​　　子どもと共に育つ​

​【知】生涯発達の視点で青年期の課題を理​
​解するとともに、家族・家庭の機能と家族​
​関係、家族・家庭生活を取り巻く社会環境​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​
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​の変化や課題、家族・家庭と社会との関わ​
​りについて理解を深めている。​
​【思】家庭や地域のよりよい生活を創造す​
​るために、自己の意思決定に基づき、責任​
​をもって行動することや、男女が協力し​
​て、家族の一員としての役割を果たし家庭​
​を築くことの重要性について考察してい​
​る。​
​【態】青年期について人々と協働し、より​
​よい学生生活に向けて、課題と自立を考察​
​する態度が養われている。​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​６​ ​６​ ​(1) 家族・社会との共生​
​　　子どもと共に育つ​

​【知】乳幼児期の心身の発達と生活，親の​
​役割と保育、子供を取り巻く社会環境、子​
​育て支援について理解するとともに、乳幼​
​児と適切に関わるための基礎的な技能が身​
​に付いている。​
​【思】子供を生み育てることの意義につい​
​て考えるとともに、子供の健やかな発達の​
​ために親や家族及び地域や社会の果たす役​
​割の重要性について考察している。​
​【態】様々な人々と協働し、よりよい社会​
​の構築に向けて、地域社会に参画しようと​
​するとともに、自分や家庭、地域の生活を​
​主体的に創造しようとする実践的な態度が​
​養われている。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​７​
​８​

​12​ ​(1) 家族・社会との共生​
​　　高齢化社会を共に生きる​

​【知１】高齢期の心身の特徴、高齢者を取​
​り巻く社会環境、高齢者の尊厳と自立生活​
​の支​
​援や介護について理解するとともに、生活​
​支援に関する基礎的な技能が身に付いてい​
​る。​
​【知２】生涯を通して家族・家庭の生活を​
​支える福祉や社会的支援について理解して​
​いる。​
​【思１】高齢者の自立生活を支えるため​
​に、家族や地域及び社会の果たす役割の重​
​要性について考察している。​
​【思２】家庭や地域及び社会の一員として​
​の自覚をもって共に支え合って生活するこ​
​との重要性について考察している。​
​【態】人生100年時代を理解し、人生に向き​
​合う態度が養われている。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​９​
​10​

​12​ ​(2) 生活の自立​
​　　食生活をつくる​

​【知】ライフステージに応じた栄養の特徴​
​や食品の栄養的特質、健康や環境に配慮し​
​た食生活について理解し、自己や家族の食​
​生活の計画・管理に必要な技能が身に付い​
​ている。​
​【思】食の安全や食品の調理上の性質、食​
​文化の継承を考慮した献立作成や調理計​
​画、健康や環境に配慮した食生活について​
​考察し、自己や家族の食事を工夫してい​
​る。​
​【態】食の重要性を理解し、クラスメイト​
​と協働し、実践的な授業に対する態度が養​
​われている。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​11​ ​６​ ​(2) 生活の自立​
​　　衣生活をつくる​

​【知】被服材料、被服構成及び被服衛生に​
​ついて理解し、被服の計画・管理に必要な​
​技能が身に付いている。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​
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​【思】被服の機能性や快適性について考察​
​し、安全で健康や環境に配慮した被服の管​
​理や目的に応じた着装を工夫している。​
​【態】被服の重要性を理解し、様々な人々​
​と協働し、実践的な授業に対する態度が養​
​われている。​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​12​ ​６​ ​(2) 生活の自立​
​　　住生活をつくる​

​【知】ライフステージに応じた住生活の特​
​徴、防災などの安全や環境に配慮した住居​
​の機能について理解し、適切な住居の計​
​画・管理に必要な技能が身に付いている。​
​【思】住居の機能性や快適性、住居と地域​
​社会との関わりについて考察し、防災など​
​の安全や環境に配慮した住生活や住環境を​
​工夫している。​
​【態】住まいの重要性を理解し、人生設計​
​を主体的に創造しようとする実践的な態度​
​が養われている。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​１​ ​６​ ​(2) 生活の自立​
​　　経済生活を営む​

​【知】家計の構造や生活における経済と社​
​会との関わり、家計管理について理解して​
​いる。​
​【思】生涯を見通した生活における経済の​
​管理や計画の重要性について、ライフス​
​テージや社会保障制度などと関連付けて考​
​察している。​
​【態】自分や家庭を主体的に創造しようと​
​する実践的な態度が養われている。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​

​２​
​３​

​12​ ​(2) 生活の自立​
​　経済生活を営む​
​　持続可能な生活を営む​

​【知１】消費者の権利と責任を自覚して行​
​動できるよう消費生活の現状と課題、消費​
​行動における意思決定や契約の重要性につ​
​いて理解するとともに、生活情報を適切に​
​収集・整理できている。​
​【知２】生活と環境との関わりや持続可能​
​な消費について理解するとともに、持続可​
​能な社会へ参画することの意義について理​
​解している。​
​【思１】自立した消費者として、生活情報​
​を活用し、適切な意思決定に基づいて行動​
​することや責任ある消費について考察し、​
​工夫している。​
​【思２】持続可能な社会を目指して主体的​
​に行動できるよう、安全で安心な生活と消​
​費について考察し、ライフスタイルを工夫​
​している。​
​【態】よりよい意思決定に向けて、意欲的​
​に取り組むとともに、自分や家庭の生活を​
​主体的に創造しようとする実践的な態度が​
​養われている。​

​【知】ワークシート、小テ​
​スト、活動の観察​

​【思】記述の確認、活動の​
​観察​

​【態】ワークシート、活動​
​の観察​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​農業​ ​農業と環境​ ​１​ ​必修​ ​４​ ​滝澤・宮川​

​使用教科書​ ​農業と環境（実教出版）​
​使用副教材​ ​ＦＦＪナビゲータ​
​科目の目標​ ​農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、農業の各分野で​

​活用する基礎的な資質・能力を育てる。​
​（1）農業と環境について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。​
​（2）農業と環境に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決​
​する力を養う。​
​（3）農業と環境について基礎的な知識と技術が農業の各分野で活用できるよう自ら学び、農業の振興や​
​社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。​

​学習の​
​到達目標​

​１　農業と環境に関する基礎的な知識と技術を習得する。​
​２　農業と環境について興味が持てるようになる。​
​３　農業クラブ活動について理解を深める。​
​４　プロジェクト学習の基礎学習から問題解決能力を高める。​

​学習の​
​留意点​

​１　教科書に書かれている結論的な知識や技術をそのまま覚えるのではなく、自分のイメージを組み立​
​て実践すること。​

​２　農業生物の変化や環境の重要性を理解することで複雑な知識や概念をひとつずつ確認し、検証する​
​こと。​

​評価規準​ ​【知識・技術】​
​農業と環境について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。​

​【思考・判断・表現】​
​農業と環境に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決す​

​る力を養う。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​農業と環境について基礎的な知識と技術が農業の各分野で活用できるよう自ら学び、農業の振興や社​

​会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。​

​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技術　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​ ​1​
​0​

​ガイダンス​
​第１章　農業と環境を学ぶ​

​・農業学習とは何か​
​・農業と環境の学び方​

​　・農業学習、プロジェクト学習​

​【知】栽培・飼育と環境のプロジェク​
​　トについて理解している。​
​【思】栽培・飼育と環境のプロジェク​
​　トについて説明できる。​
​【態】学ぼうとする意欲を積極的に​

​持っている。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​５​
​６​

​1​
​2​

​第３章　栽培と飼育の基礎​
​　・作物の自然分類​
​　・たねと発芽・たねまき​
​　・家畜の特性と飼育​
​　・主な家畜の一生と生産​
​第４章　栽培・飼育と環境のプロジェ​
​クト​
​　・ダイズの栽培と利用​
​　・トウモロコシの栽培と利用​

​【知】栽培と飼育の基礎について​
​　理解している。​
​【思】栽培と飼育の基礎について説明​

​できる。​
​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​

​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

38



​６​
​７​

​1​
​2​

​第３章　栽培と飼育の基礎​
​　・作物の成長の仕組みと管理​
​　・家畜の飼育環境の管理と整備​
​第４章　栽培・飼育と環境のプロジェ​
​クト​
​　・家畜の成長と繁殖​
​　・家畜の飼料と栄養​

​【知】作物の成長の仕組み・家畜の飼​
​育管理について理解している。​

​【思】作物の成長の仕組み・家畜の飼​
​育管理について説明できる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​７​
​８​

​1​
​4​

​第３章　栽培と飼育の基礎​
​　・作物の栽培と環境​
​　・作物の生育と大気環境​
​　・家畜と人間の新たな関わり​
​第４章　栽培・飼育と環境のプロジェ​
​クト​
​　・イネの栽培と利用​
​　・ニワトリの飼育と利用​

​【知】作物の栽培環境、家畜と人間の​
​関わりを理解している。​

​【思】作物の栽培環境、家畜と人間の​
​関わりについて説明できる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​８​ ​1​
​4​

​第４章　栽培・飼育と環境のプロジェ​
​クト​
​　・ジャガイモの栽培と利用​
​　・ウシ(乳牛)の飼育と利用​
​　​

​【知】ジャガイモの栽培、牛の飼育に​
​ついて理解している。​

​【思】ジャガイモの栽培、牛の飼育に​
​ついて理解について説明できる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​９​ ​1​
​2​

​第２章　私たちの暮らしと農業・農村​
​・私たちを取り巻く環境​
​・森林の生態系​
​・水辺の生態系の構造​
​・農耕地の生態系の構造と働き​

​　​

​【知】森林の生態系、水辺の生き物​
​　について理解してい​
​　て説明できる。​
​【思】森林の生態系、水辺の生き物に​
​　ついて説明できる。​
​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​

​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​1​
​0​

​1​
​2​

​第２章　私たちの暮らしと農業・農村​
​　・都市の生態系​
​　・生物多様性の保全と利用​
​　・人間と農業​
​　​
​　​

​【知】生物多様性について理解してい​
​る。​

​【思】生物多様性について説明でき​
​る。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​1​
​1​

​1​
​5​

​第２章　私たちの暮らしと農業・農村​
​　・食料の生産・供給機能​
​　・地域活性化の原動力​
​　・国土・環境保全機能​
​　​

​【知】食料生産、地域活性化について​
​理解している。​

​【思】食料生産、地域活性化について​
​説明できる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​1​
​2​

​1​
​5​

​第２章　私たちの暮らしと農業・農村​
​　・これからの農業・農村​
​　・持続可能な農業の維持と発展​
​　・環境保全と農業​
​　​

​【知】持続可能な農業の維持について​
​理解している。​

​【思】持続可能な農業の維持について​
​説明できる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​
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​１​
​２​

​1​
​5​

​第２章　私たちの暮らしと農業・農村​
​クト​
​　・農業・技術と食料生産​
​　・農村の価値創生​
​　・農業・農村を取り巻く課題​

​【知】農業・技術、農村の課題ついて​
​理解している。​

​【思】農業・技術、農村の課題につい​
​て説明できる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​

​２​

​３​

​９​ ​第２章　私たちの暮らしと農業・農村​
​クト​
​　・農業とエネルギー​
​　・食料の流通・消費と食品産業​

​【知】流通・消費と食品産業について​
​理解している。​

​【思】流通・消費と食品産業について​
​説明できる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち積極的​
​に取り組んでいる。​

​【知】単元テスト​
​　　　活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】活動観察​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​農業​ ​課題研究​ ​１​ ​必修​ ​1​ ​滝澤、宮川、三木、西内​

​使用教科書​ ​農業と環境（実教出版）​
​使用副教材​ ​なし​
​科目の目標​ ​プロジェクト学習や専門教科の学習と関連付けて考え、考察する能力を養い、実践的・​

​体験的な学習を行い、主体的に課題解決できる資質・能力を育成する。​
​学習の​
​到達目標​

​１　課題解決のための学習活動を通して、各科目で学習した知識と技術を再確認し、自ら​
​の課題解決に活用できるより高度な知識と技術を深化・総合化し、体系的・系統的に理​
​解し、身に付けられる。​

​２　現状の把握や分析などを通して農業に関する課題を自ら発見し、学習の目的や課題を​
​意識しながら計画的に課題解決を図り、記録、評価、検証、まとめ、発表を通し、科学​
​的な根拠に基づいて創造的に解決する能力を養う。​

​３　課題に取り組む学習活動を通して、自らの課題解決能力の向上を図り、主体的かつ協​
​働的に農業の振興や社会貢献に取り組む態度を養う。​

​学習の​
​留意点​

​　日頃から自主的に活動し、結果や課題を分析し改善につなげる能力を身に付ける。​

​評価規準​ ​【知識・技術】​
​農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた技術​

​を身に付けるようにする。​

​【思考・判断・表現】​
​農業に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として解決策を探求し、科​

​学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働​

​的に取り組む態度を養う。​

​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技術　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​ ​４​ ​ガイダンス​
​・プロジェクト学習とその流れ​
​・報告書の作成と発表​
​・ダイズの栽培と利用​

​【​​知】プロジェクト学習とは何かを理​
​解している。​

​【思】プロジェクト学習方法を説明で​
​きる。​

​【態】学ぼうとする意欲を持ち探究し​
​ようとしている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​５​ ​４​ ​栽培管理​
​・試験区の設定方法​
​・施肥計算​
​・ダイズの播種​

​【知】ダイズの播種と施肥計算に関す​
​る基礎的な知識を身に付け、その方​
​法を理解している。​

​【思】ダイズの栽培方法を説明でき​
​る。​

​【態】ダイズの栽培管理について学ぼ​
​うとする意欲を持ち探究しようとし​
​ている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​
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​６​ ​４​ ​栽培管理​
​・調査方法​
​・除草​
​・記録​

​【知】ダイズの生育に関する基礎的な​
​知識を身に付け、生育調査とその方​
​法を理解している。​

​【思】ダイズの生育上の特徴を踏まえ​
​た栽培管理ができる。​

​【態】ダイズの栽培管理について学ぼ​
​うとする意欲を持ち探究しようとし​
​ている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​７​ ​３​ ​栽培管理​
​・除草​
​・小培土​
​・防除​
​・記録​

​【知】ダイズの栽培と利用に関する基​
​礎的な知識を身に付け、その仕組み​
​を理解している。​

​【思】ダイズの小培土の必要性につい​
​て説明できる。​

​【態】ダイズの栽培管理について学ぼ​
​うとする意欲を持ち探究しようとし​
​ている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​８​ ​２​ ​栽培管理​
​・除草​
​・記録​

​【知】ダイズの生育に関する基礎的な​
​知識を身に付け、生育調査とその方​
​法を理解している。​

​【思】ダイズの生育上の特徴を踏まえ​
​た栽培管理ができる。​

​【態】ダイズの栽培管理について学ぼ​
​うとする意欲を持ち探究しようとし​
​ている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​９​ ​２​ ​栽培管理​
​・除草​
​・記録​

​【知】ダイズの生育に関する基礎的な​
​知識を身に付け、生育調査とその方​
​法を理解している。​

​【思】ダイズの生育上の特徴を踏まえ​
​た栽培管理ができる。​

​【態】ダイズの栽培管理について学ぼ​
​うとする意欲を持ち探究しようとし​
​ている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​10​ ​２​ ​栽培管理​
​・除草​
​・収穫​
​・記録​
​・資料まとめ​

​【知】ダイズの収穫に関する基礎的な​
​知識を身に付け、その仕組みを理解​
​している。​

​【思】ダイズの収穫の方法について理​
​解している。​

​【態】ダイズの収穫に興味・関心を持​
​ち、主体的に実習に取り組もうとし​
​ている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​11​ ​２​ ​発表資料作成​
​・資料まとめ​

​【知】プロジェクト学習に関する基礎​
​的な知識を身に付けている。​

​【思】プロジェクト学習をグループで​
​協力して行うことが出来る。​

​【態】プロジェクト学習に興味・関心​
​を持ち、主体的に実習に取り組もう​
​としている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察察​
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​12​ ​２​ ​発表資料作成​
​・発表準備​

​【知】プロジェクト学習に関する基礎​
​的な知識を身に付けている。​

​【思】プロジェクト学習をグループで​
​協力して行うことが出来る。​

​【態】プロジェクト学習に興味・関心​
​を持ち、主体的に実習に取り組もう​
​としている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​１​ ​４​ ​発表資料作成​
​・発表準備​

​【知】プロジェクト学習に関する基礎​
​的な知識を身に付けている。​

​【思】プロジェクト学習をグループで​
​協力して行うことが出来る。​

​【態】プロジェクト学習に興味・関心​
​を持ち、主体的に実習に取り組もう​
​としている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​２​ ​４​ ​発表資料作成​
​・校内実績発表大会​

​【知】プロジェクト学習に関する基礎​
​的な知識を身に付けている。​

​【思】わかりやすいスライドとデータ​
​で発表することができる。​

​【態】プロジェクト学習に興味・関心​
​を持ち、主体的に実習に取り組もう​
​としている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​

​３​ ​２​ ​振り返り​ ​【知】発表した資料について検証して​
​いる。​

​【思】取り組んだプロジェクトについ​
​て説明できる。​

​【態】プロジェクト学習に興味・関心​
​を持ち、主体的に実習に取り組もう​
​としている。​

​【知】活動観察​
​【思】実習記録簿​
​【態】実習記録簿​
​　　　活動観察​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​農業​ ​総合実習​ ​１​ ​必修​ ​1​ ​滝澤、宮川、三木、​​西内​

​使用教科書​ ​なし​
​使用副教材​ ​なし​
​科目の目標​ ​農業のスペシャリストに必要な問題解決能力や自己教育力などを育成するとともに、プ​

​ロジェクト学習や専門教科の学習と関連付けて考え、考察する能力を養い、実践的・体験​
​的な学習を行い、社会を支え産業の発展を担う職業人としての資質・能力を育成する。​

​学習の​
​到達目標​

​１　課題解決のための学習活動を通して、各科目で学習した知識と技術を再確認し、自ら​
​の課題解決に活用できるより高度な知識と技術を深化・総合化し、体系的・系統的に理​
​解し、身に付けられる。​

​２　現状の把握や分析などを通して農業に関する課題を自ら発見し、学習の目的や課題を​
​意識しながら計画的に課題解決を図り、記録、評価、検証、まとめ、発表を通し、科学​
​的な根拠に基づいて創造的に解決する能力を養う。​

​３　課題に取り組む学習活動を通して、自らの課題解決能力の向上を図り、主体的かつ協​
​働的に農業の振興や社会貢献に取り組む態度を養う。​

​学習の​
​留意点​

​　日頃から自主的に活動し、結果や課題を分析し改善につなげる能力を身に付ける。​

​評価規準​ ​【知識・技術】​
​農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた技術​

​を身に付けるようにする。​

​【思考・判断・表現】​
​農業に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として解決策を探求し、科​

​学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働​

​的に取り組む態度を養う。​

​年間学習計画​
​評価の観点（知：知識・技能　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​ ​４​ ​１ 学校農業クラブ活動　​
​　・農業クラブ入会式​
​　・クラス内意見発表大会​

​【知】農業と環境で学んだ知識を生か​
​して意見発表の学習に活用してい​
​る。​

​【思】農業と環境で学んだ知識を生か​
​して農業に関する課題の解決に取り​
​組みその内容を適切に表現してい​
​る。​

​【態】農業と環境で学んだ知識を生か​
​して農業クラブ活動に取り組もうと​
​している。​

​【知】FFJファイルの内容​
​【思】発表の観察​
​【​​態​​】参加状況観察​
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​５​ ​３​ ​１ 学校農業クラブ活動​
​・プロジェクト計画発表会​
​・校内意見発表大会​

​【知】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かしてプロジェクト学習、校内​
​意見発表大会に関する様々な資料や​
​情報を収集し、適切に選択して活用​
​している。​

​【思】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かしてプロジェクト学習、校内​
​意見発表大会について思考を深め、​
​基礎的な知識と技術を基に合理的に​
​判断し、その過程や結果を適切に表​
​現している。​

​【態】農業と環境の授業で学んだ知識​
​　を生かしてプロジェクト学習、校内​
​　意見発表大会について関心を持ち、​
​　積極的に取り組もうとしている。​

​【知】発表原稿の内容​
​【思】自分の役割を理解し​

​実践することができ​
​る。​

​【​​態​​】参加状況観察​

​６​
​７​

​９​ ​１ 学校農業クラブ活動​
​・校内技術競技大会​

​【知】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かして校内技術競技の学習に関​
​する様々な資料や情報を収集し、適​
​切に選択して活用している。​

​【思】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かして校内技術競技の学習につ​
​いて思考を深め、基礎的な知識、技​
​術を主体的に学習をしている。​

​【態】農業と環境の授業で学んだ知識​
​　を生かして校内技術競技の学習につ​
​　いて関心を持ち、活動の目標、内　​
​　容、組織、歴史、現状及び実践方法​
​　について探究しようとしている。​

​【知】発表原稿の内容​
​【思】発表の観察​
​【​​態​​】参加状況観察​

​11​ ​５​ ​１ 学校農業クラブ活動​
​・プロジェクト中間発表会​

​【知】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かしてプロジェクト学習に関す​
​る様々な資料や情報を収集し、適切​
​に選択して活用している。​

​【思】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かしてプロジェクト学習につい​
​て思考を深め、基礎的な知識と技術​
​を基に合理的に判断し、その過程や​
​結果を適切に表現している。​

​【態】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かしてプロジェクト学習につい​
​て関心を持ち、活動の目標、内容、​
​組織、歴史、現状及び実践方法につ​
​いて探究しようとしている。​

​【知】発表原稿の内容​
​【思】発表の観察​
​【​​態​​】参加状況観察​

​２​ ​８​ ​１ 学校農業クラブ活動​
​・校内実績発表大会​

​【知】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かして校内実績発表の学習に関​
​する様々な資料や情報を収集し、適​
​切に選択して活用している。​

​【思】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かして校内実績発表の学習につ​
​いて思考を深め、基礎的な知識と技​
​術を基に合理的に判断し、その過程​
​や結果を適切に表現している。​

​【知】発表原稿の内容​

​【思】自分の役割を理解し​
​実践することができ​
​る。​

​【​​態​​】参加状況観察​
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​【態】農業と環境の授業で学んだ知識​
​を生かして校内実績発表の学習につ​
​いて関心を持ち、活動の目標、内​
​容、組織、歴史、現状及び実践方法​
​について探究しようとしている。​

​３​ ​４​ ​１ 学校農業クラブ活動​
​・FFJファイル記入​
​・１年の振り返り​

​【知】FFJファイルに行事の内容を詳細に​
​記入している。​

​【思】課題を解決する力の向上を目指して​
​自ら学ぼうとしている。​

​【​​態​​】農業の振興や社会貢献に主体的かつ​
​協働的に取り組む態度を養う。​

​【知】FFJファイルの内容​
​【思】FFJファイルの内容​
​【​​態​​】参加状況観察​
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​教科名​ ​科目名​ ​学年​ ​履修形態​ ​単位数​ ​担当者​
​農業​ ​農業と情報​ ​１​ ​必修​ ​２​ ​三木　崇裕​

​使用教科書​ ​農業と情報​
​使用副教材​
​科目の目標​ ​農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、農業​

​に関する情報を主体的に活用するために必要な資質・能力を育成することを目指す。​
​（1）農業に関する情報について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身​
​に付けるようにする。​
​（2）農業情報の活用に関する課題を発見し，農業や農業関連産業に携わる者として合理​
​的かつ創造的に解決する力を養う。​
​（3）農業に関する情報について主体的に調査・分析・活用ができるよう自ら学び，農業​
​の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う​

​学習の​
​到達目標​

​１　農業に関する情報や情報手段を目的に合わせて効果的に使いこなすことができる知​
​識と技術を体系的・系統的に理解し，身につける​

​２　情報社会の特徴と農業への先進技術の活用方法などに関心を持ち，且つ情報の活用に​
​ついて倫理観をもって，科学的な根拠などに基づき創造的に解決する力を養う​

​３　環境保全や農林業の持続的発展に果たす意義や役割に関心をもち，その仕組みや効果​
​について体系的・系統的に理解できる。​

​学習の​
​留意点​

​１　話を聞くときはパソコン機器に触れない。​
​２　授業に関係の無い行動をしない。​

​評価規準​ ​【知識・技術】​
​農業と情報に関する知識と技術を体系的・系統的に理解し，農業に関する情報や情報手​
​段を目的に合わせて効果的に使いこなすことができる​

​【思考・判断・表現】​
​情報社会の特徴と農業への先進技術の活用方法などに関心を持ち，且つ情報の活用につ​
​いて倫理観をもって，科学的な根拠などに基づき創造的に解決する力を養う​

​【主体的に学習に取り組む態度】​
​環境保全や農林業の持続的発展に果たす意義や役割に関心をもち，その仕組みや効果に​
​ついて体系的・系統的に理解できる。​

​年間学習計画​
​　　評価の観点（知：知識・技術　思：思考・判断・表現　態：主体的に学習に取り組む態度）　　​

​月​
​時​
​数​ ​単元・学習内容​ ​評価規準​ ​評価方法​

​４​ ​６​ ​○オリエンテーション​
​○自己紹介スライドの作成​
​○私たちの生活と農業の情報化​
​　情報社会における私たちの生活​
​　情報とメディア​
​　情報社会とモラル​

​【知】農業に関する情報や情報手段を​
​目的に合わせて効果的に使いこなすこ​
​とができる。​
​【思】情報の活用について倫理観をも​
​ち科学的な根拠などに基づいて創造的​
​に解決することができる。​
​【主】情報社会と私たちの関わりに関​
​心をもち，情報社会の仕組みについて​
​理解できる。​

​【知】小テスト​

​【思】課題提出​

​【主】行動観察​

​５​
​６​

​７​ ​○文章入力​

​○社会を支えるコンピュータ​

​　コンピュータのしくみ​

​　データや情報の表現​

​　情報通信ネットワーク​

​　インターベネットのしくみ​

​　情報セキュリティー​

​【知】農業に関する情報を目的に合わ​
​せて効果的に使いこなすことができる​
​【思】コンピュータに関するしくみを​
​科学的な根拠などに基づいて創造的に​
​解決することができる。​
​【主】社会を支えているコンピュータ​
​に関心をもち，その仕組みについて理​
​解できる。​

​【知】課題提出​

​【思】行動観察​

​【主】行動観察​
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​６​
​７​

​12​ ​○農業情報処理に向けた学習​

​〇農業情報の分析と活用​

​　Word、Excel​

​【知】農業に関する情報や情報手段を​
​目的に合わせて効果的に使いこなすこ​
​とができる。​
​【思】Word・PP扱う基礎的な技能を​
​基に、科学的に捉えて合理的に解決し​
​表現する創造的な能力を身に付けてい​
​る。​
​【主】Word・PPついて主体的に活用​

​し、​

​取り組む姿勢を身に付けようとしてい​

​る。​

​【知】行動観察​

​【思】課題提出​

​【主】行動観察​

​８​ ​６​ ​○情報社会とモラル​ ​【知】農業に関する情報や情報手段を​
​目的に合わせて効果的に使いこなすこ​
​とができる。​
​【思】情報の活用について倫理観をも​
​ち科学的な根拠などに基づいて創造的​
​に解決することができる。​
​【主】情報社会と私たちの関わりに関​

​心をもち，情報社会の仕組みについて​

​理解できる。​

​【知】小テスト​

​【思】課題提出​

​【主】行動観察​

​９​ ​７​ ​○コミュニケーションと情報デザイン​

​　情報表現のためのソフトウェア​

​　文書の作成と表現​

​　データの集計と視覚化​

​【知】農業に関する情報を目的に合わ​
​せて効果的に使いこなすことができる​
​【思】情報デザインに関する基礎的な​
​知識を基に、科学的に捉えて合理的に​
​解決し表現する創造的な能力を身に付​
​けている。​
​【主】情報デザインに関心をもち，そ​

​の仕組みについて理解できる。​

​【知】行動観察​

​【思】課題提出​

​【主】行動観察​

​10​ ​７​ ​○コミュニケーションと情報デザイン​
​　データベースシステムとオープン​

​データ​
​　画像・図形処理ソフトウェアの利用​

​【知】農業に関する情報や情報手段を​
​目的に合わせて効果的に使いこなすこ​
​とができる。​
​【思】画像・図形処理ソフトウェア扱​
​う基礎的な技能を基に、科学的に捉え​
​て合理的に解決し表現する創造的な能​
​力を身に付けている。​
​【主】画像・図形処理ソフトウェアつ​

​い​

​て主体的に活用し、取り組む姿勢を身​

​に付けようとしている。​

​【知】行動観察​

​【思】課題提出​

​【思】行動観察​

​11​
​～​
​２​

​10​ ​農業学習と情報活用​
​○専門分発表会に向けたプレゼンテー​
​ション資料の作成​

​【知】専門分会に関する情報を目的に​
​合わせて効果的に使いこなすことがで​
​きる。​
​【思】画像・図形処理ソフトウェア扱​
​う基礎的な技能を基に、科学的に捉え​
​て合理的に解決し表現する創造的な能​
​力を身に付けている。​
​【主】画像・図形処理ソフトウェアつ​

​い​

​【知】行動観察​

​【思】課題提出​

​【主】行動観察​
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​て主体的に活用し、取り組む姿勢を身​

​に付けようとしている。​

​12​ ​７​ ​○スマート農業への展望​
​　スマート農業の目指す将来​
​　システム開発と設計​
​　人工知能​

​　プログラムの設計​

​【知】スマート農業に関する知識を目​
​的に合わせて効果的に使いこなすこと​
​ができる​
​【思】スマート農業関するしくみを科​
​学的な根拠などに基づいて創造的に解​
​決することができる。​
​【主】スマート農業に関心をもち，そ​

​の​

​仕組みや役割について理解できる。​

​【知】小テスト​

​【思】課題提出​

​【主】行動観察​

​12​
​～​
​３​

​８​ ​○プログラミング​
​　プログラミングの設計​
​　プログラミングの活用​

​【知】プログラミングに関する基礎的​
​な知識・技能を身に付け、プログラミ​
​ング活用の重要性を理解している。​
​【思】プログラミングを扱う基礎的な​
​技能を基に、科学的に捉えて合理的に​
​解決し表現する創造的な能力を身に付​
​けている。​
​【主】プログラミングについて主体的​
​に調査・分析・活用ができるよう自ら​
​学び、主体的に取り組む姿勢を身に付​
​けようとしている。​

​【知】小テスト​

​【思】課題提出​

​【主】行動観察​
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